
基礎評価シート（令和５年度　実績）

会計 01

直接事業費
概算人件費

1
2
3

全体平均

重点維持分野︓重要度・満⾜度ともに⾼く、強みとして強化していく
重点改善分野︓重要度は⾼いが満⾜度は低く、改善する優先度が最も⾼い
維持分野︓重要度は低いが満⾜度が⾼く、維持していく
改善分野︓重要度・満⾜度ともに低く、⽅向性などについて改善が必要

適当 ⽅向性 現状維持

施設再編課施設再編推進事業

公共施設の総延床面積(㎡)
【戦略】(施設）
1地区１地域集会施設化【戦
略】(施設）

前
年
度

今
年
度

成果
（実績）

課題

成果
（実績）

課題

－

－

新庁舎は、基本設計に着⼿し、整備に向けて事業が推進している。未耐震集会所は、耐震改修及び耐震設計を⾏い、
事業を推進させている。その他、複合施設、未利⽤地などの活⽤に対し、事業を推進させるため、検討委員会やアンケート
などを実施した。

事業に対する合意形成や完成への形、調整などが多⼤にある。推進していく上で、条例改正や他法令に基づいた申請許
可などもあり、多種多様に課題が山積みな状況である。

68,607.07
24 23 22

予算等事業名

事業の根拠

総合評価 適当 ⽅向性 現状維持

①

②

計画値
実績値
計画値
実績値

成果指標

68,729.08

事業対象

合計

その他

Ｒ５概算人件費

トータルコスト
国庫/県⽀出⾦

71,122

所管課

事業概要 防災・災害対策拠点としての機能強化や多様化する⾏政需要に対応した新庁舎を整備。未耐震集会所の改修等、複
合施設の検討、未利⽤地などの活⽤検討、公共施設の再配置・町有地活⽤実施計画の推進を⾏う。

目的 新庁舎整備の推進及び公共施設再配置・町有地有効活⽤実施計画に基づき、公
共施設の適正な配置・維持管理を⾏う。町⺠

法令等（任意） 町例規 町要綱 総合計画（重点） 総合戦略
● ●

法令等（義務）

事業予算

分析

２次評価（庁内）

※　総合評価︓「良好」「適当」「不良」　　　　※　⽅向性　「拡⼤・拡充」「現状維持」「要改善」「統廃合」「休・廃⽌」

1次評価(所管課）

総合評価

意⾒

190,920
10,204

201,124

款項目 02 01 06 ⼤事業 施設再編推進事業（公共施設再配置・町有地有効活⽤事業）

10,204

R５決算額（千円） R６決算⾒込 R７事業費 R８事業費 R９事業費

0
0

81,326 0 0 0
19,893

0
0
0

正規職員

会計年度任⽤職員
再任⽤職員

その他

2

0
0

0
0

10,204

千円
千円
千円
千円
千円

人
人
人
人

10,204

68,169.08 68,029.84

該当施策 重要度 満⾜度

R５ Ｒ６ R７ R８ R９
68,589.08 68,449.08 68,309.08

町⺠満⾜度調査結果（令和３年度）

24

基準値

2021

4.09 2.93

公共施設の適正な維持管理・再編 4.22 2.45

25

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維持分野

重点改善分野改善分野

重点維持分野

施策1-1：公共施收のマネジメントと新たな魅力の斄出
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基礎評価シート（令和５年度　実績）

会計 01

直接事業費
概算人件費

1
2
3

全体平均

重点維持分野︓重要度・満⾜度ともに⾼く、強みとして強化していく
重点改善分野︓重要度は⾼いが満⾜度は低く、改善する優先度が最も⾼い
維持分野︓重要度は低いが満⾜度が⾼く、維持していく
改善分野︓重要度・満⾜度ともに低く、⽅向性などについて改善が必要

２次評価（庁内）
意⾒

総合評価 適当 ⽅向性 現状維持

※　総合評価︓「良好」「適当」「不良」　　　　※　⽅向性　「拡⼤・拡充」「現状維持」「要改善」「統廃合」「休・廃⽌」

1次評価(所管課） 総合評価 適当 ⽅向性 現状維持

今
年
度

成果
（実績）

百合が丘⽼人憩の家について、新館と旧館を統合し百合が丘2丁目会館としたことで、集会施設の施設数と床面積を削
減した。また、町内に点在する町有地について、草⽊の剪定等の管理を実施している。

課題 公会堂については建設から相当の年数が経過しており⽼朽化が進んでいる。
また、施設の名称と現在の利⽤実態が整合していない。

4.09 2.93

分析

前
年
度

成果
（実績）

課題

町⺠満⾜度調査結果（令和３年度）
該当施策 重要度 満⾜度

公共施設の適正な維持管理・再編 4.22 2.45

68,169.08 68,029.84
実績値 68,607.07

22 21 20

① 公共施設の総延床面積(㎡)
【戦略】(施設）

計画値
68,729.08

68,589.08 68,449.08 68,309.08

② 1地区１地域集会施設化【戦
略】(施設）

計画値
25

24 23
実績値 24

成果指標 基準値 R５ Ｒ６

Ｒ５概算人件費

R７ R８ R９

再任⽤職員 人 千円
会計年度任⽤職員 人

正規職員 0.30 人 1,347 千円

千円
その他 人 千円

合計 1,347 千円

1,900 0 0 0 0
国庫/県⽀出⾦ 0 0 0 0 0
トータルコスト 11,447 7,157 0 0 0

10,100 5,810
1,347 1,347

R５決算額（千円） R６決算⾒込 R７事業費 R８事業費 R９事業費

その他

事業予算
款項目 02 01 06 ⼤事業 財産管理経費

事業対象 町 目的 庁有財産の適切な管理を⾏う。

事業概要 庁有財産の適切かつ効果的な管理を⾏う。

総合戦略
● ●

予算等事業名 財産管理経費 所管課 財務課

事業の根拠
法令等（義務） 法令等（任意） 町例規 町要綱 総合計画（重点）

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維持分野

重点改善分野改善分野

重点維持分野
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基礎評価シート（令和５年度　実績）

会計 01

直接事業費
概算人件費

1
2
3

全体平均

重点維持分野︓重要度・満⾜度ともに⾼く、強みとして強化していく
重点改善分野︓重要度は⾼いが満⾜度は低く、改善する優先度が最も⾼い
維持分野︓重要度は低いが満⾜度が⾼く、維持していく
改善分野︓重要度・満⾜度ともに低く、⽅向性などについて改善が必要

予算等事業名 東⼤果樹園跡地活⽤事業 所管課 施設再編課

事業の根拠
法令等（義務） 法令等（任意） 町例規 町要綱 総合計画（重点）

事業概要 平成30年度に策定した事業計画に基づき、東京⼤学果樹園跡地の有効活⽤を町⺠等と共に推進する。

総合戦略
● ● ●

事業予算
款項目 02 01 07 ⼤事業 東⼤果樹園跡地活⽤事業（公共施設再配置・町有地有効活⽤事業）

事業対象 町⺠ 目的 公共施設再配置・町有地有効活⽤実施計画に基づき、町有地の活⽤⽅法を検討
し、本格的な活⽤を目指す。

トータルコスト 9,833 7,617 0 0 0

5,824 3,608
4,009 4,009

R５決算額（千円） R６決算⾒込 R７事業費 R８事業費 R９事業費

その他 0 0 0 0 0
国庫/県⽀出⾦ 0 0 0 0 0

千円
その他 人 千円

合計 4,009 千円

成果指標 基準値 R５ Ｒ６

Ｒ５概算人件費

R７ R８ R９

再任⽤職員 人 千円
会計年度任⽤職員 人

正規職員 1 人 4,009 千円

① 東⼤果樹園跡地を専⽤予約して利⽤し
た新規団体数【戦略】

計画値
0

2 4 6

②
計画値
実績値

8 10
実績値 1

町有地の有効活⽤ 3.82 2.71

町⺠満⾜度調査結果（令和３年度）
該当施策 重要度 満⾜度

⼟地利⽤ 4.00 2.28

4.09 2.93

分析

前
年
度

成果
（実績） －

課題 －

今
年
度

成果
（実績）

東⼤果樹園跡地を活⽤したイベント数は、年々増えてきている。また、⼦どもの夏休みに遊び場になっていることなど居場所
作りに寄与し、東⼤果樹園跡地という場所の認知度が向上している。

課題 跡地の有効活⽤を目指し、町⺠団体による協議会組織を設⽴し、運営していたが、各団体の既得権の主張が顕著になっ
ている。事務局体制も不安定であり、計画的な事業展開が難しく、将来のあり⽅を具体的に検討する時期にきている。

２次評価（庁内）
意⾒

総合評価 適当 ⽅向性 要改善

※　総合評価︓「良好」「適当」「不良」　　　　※　⽅向性　「拡⼤・拡充」「現状維持」「要改善」「統廃合」「休・廃⽌」

1次評価(所管課） 総合評価 適当 ⽅向性 要改善

2

1
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維持分野

重点改善分野改善分野

重点維持分野
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基礎評価シート（令和５年度　実績）

会計 01

直接事業費
概算人件費

1
2
3

全体平均

重点維持分野︓重要度・満⾜度ともに⾼く、強みとして強化していく
重点改善分野︓重要度は⾼いが満⾜度は低く、改善する優先度が最も⾼い
維持分野︓重要度は低いが満⾜度が⾼く、維持していく
改善分野︓重要度・満⾜度ともに低く、⽅向性などについて改善が必要

２次評価（庁内）
意⾒

総合評価 適当 ⽅向性 現状維持

※　総合評価︓「良好」「適当」「不良」　　　　※　⽅向性　「拡⼤・拡充」「現状維持」「要改善」「統廃合」「休・廃⽌」

1次評価(所管課） 総合評価 適当 ⽅向性 現状維持

今
年
度

成果
（実績）

・新たな⾏政改⾰⼤綱を基に10の個別項目を設定し、令和９年度までの具体的な取り組み事項と目標を定めた第６次
⼆宮町⾏政改⾰推進計画を策定した。

課題 ・今後、推進計画に定めた目標を達成するため、各課と連携しながら業務の効率化等の検討を進める必要がある。

4.09 2.93

分析

前
年
度

成果
（実績） －

課題 －

町⺠満⾜度調査結果（令和３年度）
該当施策 重要度 満⾜度

⾏財政改⾰ 4.25 2.45

68,169.08 68,029.84
実績値 68,607.07

① 公共施設の総延床面積(㎡)
【戦略】(施設）

計画値
68,729.08

68,589.08 68,449.08 68,309.08

②
計画値
実績値

成果指標 基準値 R５ Ｒ６

Ｒ５概算人件費

R７ R８ R９

再任⽤職員 人 千円
会計年度任⽤職員 人

正規職員 0.16 人 798 千円

千円
その他 人 千円

合計 798 千円

0 0 0 0 0
国庫/県⽀出⾦ 0 0 0 0 0
トータルコスト 798 1,030 0 0 0

0 0
798 1,030

R５決算額（千円） R６決算⾒込 R７事業費 R８事業費 R９事業費

その他

事業予算
款項目 02 01 07 ⼤事業 まちづくり総合調整事業

事業対象 町⺠、職員 目的 ⾏政改⾰を進めるとともに、⺠の⼒を活⽤した⾏政施策の推進、経営感覚豊かな⾏
政運営の推進により、効率的で質の⾼い⾏財政運営を⾏う。

事業概要 第６次⼆宮町⾏政改⾰⼤綱・推進計画の推進及び、進⾏管理を⾏う。また、次期⾏政改⾰⼤綱・推進計画の策定に
向け準備を⾏う。

総合戦略
● ● ●

予算等事業名 ⾏政改⾰推進事業 所管課 企画政策課

事業の根拠
法令等（義務） 法令等（任意） 町例規 町要綱 総合計画（重点）

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維持分野

重点改善分野改善分野

重点維持分野
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刼礎抲剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 04

剟扴事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・披拒度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが披拒度は拯く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は拯いが披拒度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・披拒度ともに拯く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

２剙抲剒（劘内）
勪⾒

别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

※　别合抲剒︓「拖扆」「適勠」「勘拖」　　　　※　⽅切勯　「拡⼤・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「拇廃合」「休・廃劙」

1剙抲剒(勰拻戜） 别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

今
年
度

勱創
（実績） ・地劅社刞部会連絡会での剖刽をもとに、出前講座のメニューや刵劍の貸出等について調拪を⾏った。

戜刑 ・コロナウイルス劤染症拡⼤拌劙のため、通いの場等への扑抄的な勧奨は⾏ってこなかったが、５類となったため扈劽刨拌の
普及・啓発の抺勷から関劂者等と今後について刴戎していく劧勥がある。

4.09 2.93

分析

前
年
度

勱創
（実績） －

戜刑 －

投康づくりの刣拶 4.20 3.22

町⺠披拒度調刀刻創（令刄３年度）
該勠劇列 判勥度 披拒度

扈劽刨拌・社会労刎の促勺 4.13 3.02

6,000 6,500
実績扛 9,027

① 地戦の通いの場の労刎者刅
（延べ）【勛略】

刧劐扛
4,033

4,500 5,000 5,500

②
刧劐扛
実績扛

勱創刦標 刼劜扛 R５ Ｒ６

Ｒ５概劊人剅劔

R７ R８ R９

剭劃用劯員 人 勎円
会刧年度劃用劯員 人

刁劶劯員 0.24 人 1,259 勎円

勎円
その他 人 勎円

合刧 1,259 勎円

2,133 2,349 0 0 0
国庫/勿刣出⾦ 1,844 2,031 0 0 0
トータルコスト 5,872 6,339 0 0 0

4,613 5,080
1,259 1,259

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

その他

事業刨劊
款項目 03 02 01 ⼤事業 地戦扈劽刨拌剹動刣拶事業

事業対拺 町⺠、事業者 目的 地戦の通いの場剞剔及び投康剞動刦拗动戩遣による扈劽刨拌の一扉。

事業概勥 扈劽刨拌・日拤生剹刣拶别合事業。

别合勛略
● ● ●

刨劊等事業刷 地戦扈劽刨拌剹動刣拶事業 勰拻戜 ⾼齢扈劽戜

事業の扏拠
法令等（拣勲） 法令等（劃勪） 町扁劶 町勥綱 别合刧劐（判勷）

2

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野

施策1-2：地域で支えあう体制の構築

1



刼礎抲剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 04

剟扴事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・披拒度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが披拒度は拯く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は拯いが披拒度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・披拒度ともに拯く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

２剙抲剒（劘内）
勪⾒

别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

※　别合抲剒︓「拖扆」「適勠」「勘拖」　　　　※　⽅切勯　「拡⼤・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「拇廃合」「休・廃劙」

1剙抲剒(勰拻戜） 别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

今
年
度

勱創
（実績）

・みまもりガイドを剹用した「ゆるやかな⾒承り」について普及啓発を⾏った。
・地戦の困りごととして具体的なテーマを勳定し、戔動勬刑とごみ出し刣拶について刴戎を⾏った。

戜刑 ・お互いさま抙勺刞議会のあり⽅等について刴戎する。

4.09 2.93

分析

前
年
度

勱創
（実績） －

戜刑 －

地戦包括刣拶センター 4.22 3.18

町⺠披拒度調刀刻創（令刄３年度）
該勠劇列 判勥度 披拒度

地戦効祉の充実 4.13 3.11

4 4
実績扛 4

① 刌１層刞議体開催刅（回/
年）

刧劐扛
4

4 4 4

②
刧劐扛
実績扛

勱創刦標 刼劜扛 R５ Ｒ６

Ｒ５概劊人剅劔

R７ R８ R９

剭劃用劯員 人 勎円
会刧年度劃用劯員 人

刁劶劯員 0.2 人 940 勎円

勎円
その他 人 勎円

合刧 940 勎円

820 744 0 0 0
国庫/勿刣出⾦ 2,398 2,175 0 0 0
トータルコスト 4,975 4,599 0 0 0

4,035 3,659
940 940

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

その他

事業刨劊
款項目 03 03 01 ⼤事業 生剹刣拶体勧拪劵事業

事業対拺 町⺠、劯員 目的 地戦包括ケアシステム抙勺の一戳。

事業概勥 地戦の戜刑を地戦剫⺠、地戦刢押、地戦の事業勰、社刞、⾏政が刞抴して剆決していくための体勧剕りを勺め、劮⼦⾼
齢、人剶刬劮社会でも勣則して暮らしていける地戦づくりを勺めるもの。

别合勛略
● ● ●

刨劊等事業刷 生剹刣拶体勧拪劵事業 勰拻戜 ⾼齢扈劽戜

事業の扏拠
法令等（拣勲） 法令等（劃勪） 町扁劶 町勥綱 别合刧劐（判勷）

2
1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野

2



刼礎抲剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 04

剟扴事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・披拒度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが披拒度は拯く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は拯いが披拒度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・披拒度ともに拯く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

２剙抲剒（劘内）
勪⾒

别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

※　别合抲剒︓「拖扆」「適勠」「勘拖」　　　　※　⽅切勯　「拡⼤・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「拇廃合」「休・廃劙」

1剙抲剒(勰拻戜） 别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

今
年
度

勱創
（実績）

・ゆるやかな⾒承りの扃を剗げるための啓発剹動を劰勰で⾏った。
・令刄５年度までの３年間目標で児童・生徒・剝員800人中619人に剉削症サポーター養勱講座を実劇した。

戜刑 ・⾼齢化に伴い剉削症⾼齢者が刲えることが刨戹されているため、剉削症への刁しい削抟と理剆の切上及び剉削症の刨
拌並びにかかりつけ戨との連抠等に勚り刢んでいく。

4.09 2.93

分析

前
年
度

勱創
（実績） －

戜刑 －

町⺠披拒度調刀刻創（令刄３年度）
該勠劇列 判勥度 披拒度

地戦包括刣拶センター 4.22 3.18

590 600
実績扛 414

① 剉削症サポーター養勱講座刃
講者刅（人/年）【勛略】

刧劐扛
552

560 570 580

②
刧劐扛
実績扛

勱創刦標 刼劜扛 R５ Ｒ６

Ｒ５概劊人剅劔

R７ R８ R９

剭劃用劯員 人 勎円
会刧年度劃用劯員 人

刁劶劯員 0.2 人 946 勎円

勎円
その他 人 勎円

合刧 946 勎円

665 680 0 0 0
国庫/勿刣出⾦ 1,951 1,993 0 0 0
トータルコスト 4,229 4,299 0 0 0

3,283 3,353
946 946

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

その他

事業刨劊
款項目 03 03 01 ⼤事業 剉削症别合刣拶事業

事業対拺 町⺠、劯員 目的 地戦包括ケアシステム抙勺の一戳。

事業概勥 今後ますます刲刎が懸戡される剉削症疾患関劂患者に対し、拱勡発⾒、拱勡対劸できる体勧を拪えるとともに、剉削症
の理剆を剗め、剉削症の⽅やその初族が勣則して暮らせる地戦づくりを勺めるもの。

别合勛略
● ● ●

刨劊等事業刷 剉削症别合刣拶事業 勰拻戜 ⾼齢扈劽戜

事業の扏拠
法令等（拣勲） 法令等（劃勪） 町扁劶 町勥綱 别合刧劐（判勷）

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野

3



刼礎抲剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 01

剟扴事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・披拒度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが披拒度は拯く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は拯いが披拒度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・披拒度ともに拯く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

２剙抲剒（劘内）
勪⾒

别合抲剒 拖扆 ⽅切勯 勶勔維创

※　别合抲剒︓「拖扆」「適勠」「勘拖」　　　　※　⽅切勯　「拡⼤・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「拇廃合」「休・廃劙」

1剙抲剒(勰拻戜） 别合抲剒 拖扆 ⽅切勯 勶勔維创

今
年
度

勱創
（実績） ・努戭拃势者への劰扶刣拶により、効祉の刲勺が抛られた。

戜刑 ・社会剈劕に⾒合った努戭拃势児者効祉⼿勠について刂き勸き刴戎する。

4.09 2.93

分析

前
年
度

勱創
（実績） －

戜刑 －

拃势者効祉サービスの充実 4.29 3.21

町⺠披拒度調刀刻創（令刄３年度）
該勠劇列 判勥度 披拒度

地戦効祉の充実 4.13 3.11

291 294

実績扛 270
①

拹覚や聴覚拃势、戚聴者へのガイドヘル
パーや⼿刋通訳者等の戩遣回刅。（⼿刋
戩遣・勳劒・勥約筆剌・ガイヘル）（回）

刧劐扛
282

282 285 288

②
刧劐扛
実績扛

勱創刦標 刼劜扛 R５ Ｒ６

Ｒ５概劊人剅劔

R７ R８ R９

剭劃用劯員 人 勎円
会刧年度劃用劯員 0.5 人 1,056

刁劶劯員 0.38 人 1,902 勎円

勎円
その他 人 勎円

合刧 2,958 勎円

0 0 0 0 0
国庫/勿刣出⾦ 1,826 1,826 0 0 0
トータルコスト 18,409 21,045 0 0 0

15,451 18,087
2,958 2,958

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

その他

事業刨劊
款項目 03 01 03 ⼤事業 努戭拃がい者刣拶事業

事業対拺 町⺠・剄体 目的 努戭の拴体・削的・精剡拃势者に劰扶の拙扉事業を扯開することにより、⾃⽴更刁の
一扉に努め、併せて拃势者とその初族の経刡的軽刬を抛る。

事業概勥 努戭で生剹を拡る拃がい者に対する劰扶効祉勧度の刏用扉勱や、拃がい者を刣える剄体等の戞勱及び拃がい者の刣拶
を⾏うことで、効祉の刲勺を抛る。

别合勛略
● ● ● ● ●

刨劊等事業刷 努戭拃がい者拶劽事業 勰拻戜 効祉保勁戜

事業の扏拠
法令等（拣勲） 法令等（劃勪） 町扁劶 町勥綱 别合刧劐（判勷）

2
1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野

4



刼礎抲剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 01

剟扴事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・披拒度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが披拒度は拯く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は拯いが披拒度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・披拒度ともに拯く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

２剙抲剒（劘内）
勪⾒

别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

※　别合抲剒︓「拖扆」「適勠」「勘拖」　　　　※　⽅切勯　「拡⼤・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「拇廃合」「休・廃劙」

1剙抲剒(勰拻戜） 别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

今
年
度

勱創
（実績） スタート刣拶︓1剄体、ステップアップ刣拶︓3剄体　刧4剄体に拙扉⾦を剦劏した。

戜刑 拙扉⾦扩扥剄体が刬劮傾切にある。町⺠剹動を抙勺していくには、拙扉⾦剦劏劖了後も勔扵剾剉やフォローアップの体
勧づくりが劧勥である。

4.09 2.93

分析

前
年
度

勱創
（実績） －

戜刑 －

町⺠披拒度調刀刻創（令刄３年度）
該勠劇列 判勥度 披拒度

コミュニティ剹動刣拶 3.53 3.09

34.0 34.5
実績扛 25.9

4 4 4

① 地戦剹動に労刎している
人の劎合【勛略】（％）

刧劐扛
32.0

32.5 33.0 33.5

② 町⺠剹動抙勺拙扉⾦剹用剄
体刅 (剄体）

刧劐扛
4

4 4
実績扛 4

勱創刦標 刼劜扛 R５ Ｒ６

Ｒ５概劊人剅劔

R７ R８ R９

剭劃用劯員 人 勎円
会刧年度劃用劯員 人

刁劶劯員 0.54 人 2,759 勎円

勎円
その他 人 勎円

合刧 2,759 勎円

0 0 0 0 0
国庫/勿刣出⾦ 0 0 0 0 0
トータルコスト 3,678 3,478 0 0 0

919 719
2,759 2,759

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

その他

事業刨劊
款項目 02 01 12 ⼤事業 町⺠剹動抙勺事業

事業対拺 町⺠剹動剄体 目的 町⺠剹動抙勺剑員会を刢押し町⺠剹動抙勺拙扉⾦による刣拶を⾏うことで町⺠剹
動の抙勺を抛る。

事業概勥 町⺠剹動抙勺剑員会による町⺠剹動抙勺拙扉⾦の剦劏拥刀を⾏うほか、町⺠剹動促勺のための剈刔発勼を⾏う。

别合勛略
● ●

刨劊等事業刷 町⺠剹動抙勺事業（町⺠剹動抙勺剑員会、町⺠剹動抙勺拙扉⾦） 勰拻戜 地戦政列戜

事業の扏拠
法令等（拣勲） 法令等（劃勪） 町扁劶 町勥綱 别合刧劐（判勷）

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野

5



刼礎抲剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 01

剟扴事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・披拒度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが披拒度は拯く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は拯いが披拒度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・披拒度ともに拯く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

２剙抲剒（劘内）
勪⾒

别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

※　别合抲剒︓「拖扆」「適勠」「勘拖」　　　　※　⽅切勯　「拡⼤・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「拇廃合」「休・廃劙」

1剙抲剒(勰拻戜） 别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

今
年
度

勱創
（実績）

地劅⻑連絡刞議会勓員会、連絡会議を劰年６回開催、勿勭拹把戣修を１回実劇し、町との連絡調拪、地劅⻑間の
勪⾒剦換を抛った。

戜刑 地劅⻑の拆叕が⼤きく、年々なり⼿を探すのが困戚になってきている。

4.09 2.93

分析

前
年
度

勱創
（実績） －

戜刑 －

町⺠披拒度調刀刻創（令刄３年度）
該勠劇列 判勥度 披拒度

コミュニティ剹動刣拶 3.53 3.09

34.0 34.5
実績扛 25.9

① 地戦剹動に労刎している
人の劎合【勛略】（％）

刧劐扛
32.0

32.5 33.0 33.5

②
刧劐扛
実績扛

勱創刦標 刼劜扛 R５ Ｒ６

Ｒ５概劊人剅劔

R７ R８ R９

剭劃用劯員 人 勎円
会刧年度劃用劯員 人

刁劶劯員 0.54 人 2,759 勎円

勎円
その他 人 勎円

合刧 2,759 勎円

0 0 0 0 0
国庫/勿刣出⾦ 0 0 0 0 0
トータルコスト 20,708 20,826 0 0 0

17,949 18,067
2,759 2,759

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

その他

事業刨劊
款項目 02 01 12 ⼤事業 町⺠剹動抙勺事業

事業対拺 町⺠ 目的 地劅間の剈刔劗剻及び地戦の⾃勢的な剹動や剞剔の刣拶による剫⺠同动の剦勊
促勺を目的とする。

事業概勥 地劅⻑連絡刞議会では、地劅と⾏政との刞⼒・連抠によるまちづくりの拹勷に⽴ち、剈刔剦換や刞議を⾏っている。

别合勛略
● ●

刨劊等事業刷 町⺠剹動抙勺事業（地戦剹動刣拶） 勰拻戜 地戦政列戜

事業の扏拠
法令等（拣勲） 法令等（劃勪） 町扁劶 町勥綱 别合刧劐（判勷）

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野

6



刼礎抲剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 01

剟扴事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・披拒度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが披拒度は拯く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は拯いが披拒度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・披拒度ともに拯く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

２剙抲剒（劘内）
勪⾒

别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勥刳善

※　别合抲剒︓「拖扆」「適勠」「勘拖」　　　　※　⽅切勯　「拡⼤・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「拇廃合」「休・廃劙」

1剙抲剒(勰拻戜） 别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勥刳善

今
年
度

勱創
（実績）

・町全体の訓練として町⽴体戞抎を会場とする别合拌災訓練を実劇し、ペット同⾏避戚、扚刍訓練、ボランティアセンター
開勳等の訓練を実劇した。
・地劅ごとの訓練として、地劅の勥扥に劸じた15回の⾃勢拌災訓練を実劇した。

戜刑

・别合拌災訓練は熱中症対列を手め、夏季分勭の開催を刴戎する劧勥勯があることと、拌災への関則が拯い⽅や拊者划
代が労刎しやすい訓練となるよう剋戕する劧勥がある。
・⾃勢拌災訓練は開催地劅が刬ったため、扁年⾏っている年度刘めの地劅⻑連絡刞議会での勧奨のほか、扆事扁の紹
扈など開催地劅を刲やす剋戕をする劧勥がある。

4.09 2.93

分析

前
年
度

勱創
（実績） －

戜刑 －

町⺠労劐・刞抴 3.62 2.99

町⺠披拒度調刀刻創（令刄３年度）
該勠劇列 判勥度 披拒度

拌災・災势対列 4.44 3.14

34.0 34.5
実績扛 25.9

18 19 20

① 地戦剹動に労刎している
人の劎合【勛略】（％）

刧劐扛
32.0

32.5 33.0 33.5

② ⾃勢拌災訓練を実劇している地
劅刅【勛略】（地劅）

刧劐扛
15

16 17
実績扛 15

勱創刦標 刼劜扛 R５ Ｒ６

Ｒ５概劊人剅劔

R７ R８ R９

剭劃用劯員 人 勎円
会刧年度劃用劯員 人

刁劶劯員 0.40 人 1,922 勎円

勎円
その他 人 勎円

合刧 1,922 勎円

0 0 0 0 0
国庫/勿刣出⾦ 0 0 0 0 0
トータルコスト 2,174 2,129 0 0 0

252 207
1,922 1,922

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

その他

事業刨劊
款項目 02 01 11 ⼤事業 拌災訓練・⾃勢拌災刢押戞勱事業

事業対拺 町⺠ 目的 拌災訓練を実劇し、剫⺠の拌災勪抟（⾃扉・劗扉の精剡）の切上を抛る。

事業概勥 别合拌災訓練、⾃勢拌災刢押訓練の実劇

别合勛略
● ●

刨劊等事業刷 拌災訓練・⾃勢拌災刢押戞勱事業 勰拻戜 拌災勣全戜

事業の扏拠
法令等（拣勲） 法令等（劃勪） 町扁劶 町勥綱 别合刧劐（判勷）

2

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野

7



刼礎評剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 01

剟接事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・満⾜度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが満⾜度は低く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は低いが満⾜度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・満⾜度ともに低く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

２剙評剒（劘内）
勪⾒

别合評剒 適勠 ⽅切勯 勥刳善

※　别合評剒︓「良好」「適勠」「勘良」　　　　※　⽅切勯　「拡⼤・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「統廃合」「休・廃劙」

1剙評剒(勰管課） 别合評剒 適勠 ⽅切勯 勥刳善

今
年
度

勱創
（実績）

・５月の「エコフェスタにのみや」並びに11月の「ふるさとまつり」において、環境PRブースを勳劒し、普及啓発剹動を実劇した
他、８月に勿の刣援事業（子ども環境剝室）を剹用し、「体験型未勵づくり剝室」を実劇した。

課刑 ・環境PRブースは、勵場者の関則を惹くための剋夫、⾏動の実践に繋げるための剋夫を刴討する劧勥がある。
・「体験型未勵づくり剝室」は、労⼒をかけず効劾的に募劦の募るための剋夫を刴討する劧勥がある。

4.09 2.93

分析

前
年
度

勱創
（実績） －

課刑 －

町⺠満⾜度調刀刻創（令刄３年度）
該勠劇列 判勥度 満⾜度

自然環境の保全 4.11 3.06

2 2
実績値 3

93.0 94.0 95.0

① 啓発イベントの実劇刅
刧劐値

4
3 2 2

② 「地功温暖化・勴候劭動」の剉
削度【勛略】（％）

刧劐値
89.9

91.0 92.0
実績値 74.4

勱創刦標 刼劜値 R５ Ｒ６

Ｒ５概劊人剅劔

R７ R８ R９

剭劃用劯員 人 勎円
会刧年度劃用劯員 人

刁劶劯員 0.92 人 5,612 勎円

勎円
その他 人 勎円

合刧 5,612 勎円

0 0 0 0 0
国庫/勿刣出⾦ 0 0 0 0 0
トータルコスト 5,766 6,085 0 0 0

154 473
5,612 5,612

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

その他

事業刨劊
款項目 04 02 02 ⼤事業 環境保全推勺事業

事業対象 町⺠ 目的 国⺠剞動であるクールチョイス(2030年度の温室効創ガスの排出量を2013年度勑で
23％削刬するという目標)を推勺することで、地功温暖化防劙に資する。

事業概勥
地功温暖化対列実⾏刧劐を推勺するとともに、町⺠理剆のための刼盤づくりを劆刪的に⾏うための普及啓発剹動を実劇
し、町⺠の地功温暖化に関する務剞の切上を図る。また、町⺠剄体や⺠間事業者が実劇する剭⽣勃剰エネルギー導⼊
促勺を刣援する。

别合勛略
● ● ● ● ●

刨劊等事業刷 環境保全推勺事業（環境学習、地功温暖化防劙剞動の推勺等） 勰管課 ⽣剹環境課

事業の根拠
法令等（義勲） 法令等（劃勪） 町例劶 町勥綱 别合刧劐（判勷）

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野

1

2.1

2.4

2.7

3

3.3

3.6

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野

施策1-3：豊かな環境の保全と気候変動対策の充実

1



刼礎評剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 01

剟接事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・満⾜度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが満⾜度は低く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は低いが満⾜度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・満⾜度ともに低く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

２剙評剒（劘内）
勪⾒

别合評剒 適勠 ⽅切勯 拡⼤・拡充

※　别合評剒︓「良好」「適勠」「勘良」　　　　※　⽅切勯　「拡⼤・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「統廃合」「休・廃劙」

1剙評剒(勰管課） 别合評剒 適勠 ⽅切勯 拡⼤・拡充

今
年
度

勱創
（実績）

・⼀般廃棄刵勀理刼本刧劐に刼づく「初庭系ごみ排出抑勧」の⼀環として、町内⼩学⽣を対象に町刦定ごみ袋に掲載す
る標語の募劦や、10月の「⾷劍ロス削刬月間」に合わせた町剗刔紙への劣劦剌事掲載を実劇した他、刬量化等刧劐剱
をもとに刭量排出事業者4社への刦導・ヒアリングを実劇した。

課刑
・⼀般廃棄刵勀理刼本刧劐に刼づく３つの刧劐目標のうち、「刬量化の目標」と「勞劖勀分量の削刬目標」は、勶時勷に
おいて達勱したものの、「資源化の目標」については未達であるため、刂き勸き、ごみ排出量の削刬等を推勺する劧勥があ
る。

4.09 2.93

分析

前
年
度

勱創
（実績） －

課刑 －

町⺠満⾜度調刀刻創（令刄３年度）
該勠劇列 判勥度 満⾜度

ごみ勀理・リサイクル等 4.47 3.35

798 ━
実績値 768

① 1人1⽇勠たりのごみ排出量
（ｇ/人・⽇）

刧劐値
790

807 803 798

②
刧劐値
実績値

勱創刦標 刼劜値 R５ Ｒ６

Ｒ５概劊人剅劔

R７ R８ R９

剭劃用劯員 人 勎円
会刧年度劃用劯員 0.04 人 59

刁劶劯員 0.35 人 1,985 勎円

勎円
その他 人 勎円

合刧 2,044 勎円

0 0 0 0 0
国庫/勿刣出⾦ 0 0 0 0 0
トータルコスト 10,459 12,371 0 0 0

8,415 10,327
2,044 2,044

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

その他

事業刨劊
款項目 04 02 02 ⼤事業 ごみ刬量化・剭刏用事業

事業対象 町⺠ 目的 剎劳町⼀般廃棄刵勀理刼本刧劐に刼づき、ごみの刬量化・資源化を図る。

事業概勥 ごみの刬量化・剭刏用化を推勺し、啓発事業を⾏う。

别合勛略
● ● ● ● ● ●

刨劊等事業刷 ごみ刬量化・剭刏用事業 勰管課 ⽣剹環境課

事業の根拠
法令等（義勲） 法令等（劃勪） 町例劶 町勥綱 别合刧劐（判勷）

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野
1

2.1

2.4

2.7

3

3.3

3.6

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野
1

2.1

2.4

2.7

3

3.3

3.6

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野

2



刼礎評剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 01

剟接事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・満⾜度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが満⾜度は低く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は低いが満⾜度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・満⾜度ともに低く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

２剙評剒（劘内）
勪⾒

别合評剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

※　别合評剒︓「良好」「適勠」「勘良」　　　　※　⽅切勯　「拡⼤・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「統廃合」「休・廃劙」

1剙評剒(勰管課） 别合評剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

今
年
度

勱創
（実績）

・かながわ刈岸美化財剄により、剎劳刈岸約３㎞、幅55mを対象に、年55回の剄体清掃（⽣きがい事業剄）と年12
回の務械清掃が実劇され、約16tの刈岸漂着ごみが回劓された。
・湘劋にのみや530キャンペーンを開催し、407刷の⽅にご労刎いただき、190kgの刈岸ごみを回劓した。

課刑 ・剤風や⼤⾬など天候により、年度によって、ごみ量が⼤きく劭化する。
・刈岸ごみの約7劎は河勜から勊れ着いていると刟われているため、ポイ捨てなどを未然に防劙する勚刢みが劧勥。

4.09 2.93

分析

前
年
度

勱創
（実績） －

課刑 －

町⺠満⾜度調刀刻創（令刄３年度）
該勠劇列 判勥度 満⾜度

自然環境の保全 4.11 3.06

29 29
実績値 16

489 489 489

① 美化財剄刈岸ごみ回劓量
（ｔ）

刧劐値
29

29 29 29

② 刈岸５３０キャンペーン労刎者刅
（茶务刈岸を含む）（人）

刧劐値
489

489 489
実績値 407

勱創刦標 刼劜値 R５ Ｒ６

Ｒ５概劊人剅劔

R７ R８ R９

剭劃用劯員 人 勎円
会刧年度劃用劯員 人

刁劶劯員 0.15 人 683 勎円

勎円
その他 人 勎円

合刧 683 勎円

0 0 0 0 0
国庫/勿刣出⾦ 945 971 0 0 0
トータルコスト 2,115 2,155 0 0 0

1,432 1,472
683 683

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

その他

事業刨劊
款項目 04 02 02 ⼤事業 美化推勺事業

事業対象 町⺠、事業者 目的 刈岸清掃を実劇することにより刈岸をきれいにするとともに、刈岸美化・刈岸保全に対
する勪識切上を図る。

事業概勥 環境勪識の⾼揚を図るため、ゴミゼロキャンペーンを実劇する。また町の中則を勊れる葛勜の美化を図り、剫みよい環境剕り
を推勺する。

别合勛略
● ●

刨劊等事業刷 美化推勺事業（530キャンペーンの実劇等） 勰管課 ⽣剹環境課

事業の根拠
法令等（義勲） 法令等（劃勪） 町例劶 町勥綱 别合刧劐（判勷）

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野

1

2.1

2.4

2.7

3

3.3

3.6

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野

1

2.1

2.4

2.7

3

3.3

3.6

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野

3



刼礎評剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 01

剟接事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・満⾜度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが満⾜度は低く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は低いが満⾜度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・満⾜度ともに低く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

刨劊等事業刷 删路維创管理経劔 勰管課 则市整劵課

事業の根拠
法令等（義勲） 法令等（劃勪） 町例劶 町勥綱 别合刧劐（判勷）

事業概勥 剷溝清掃や街路樹等の維创管理剑託、橋りょう⻑寿命化対列、通学路勣全劇勳整劵、删路修繕剋事等を実劇する。

别合勛略
● ●

事業刨劊
款項目 07 02 01 ⼤事業 删路維创管理経劔

事業対象 町⺠ 目的 町删の勣全・勣則な通⾏を剾保するため、適割な維创管理を実劇していく。

トータルコスト 157,997 199,229 0 0 0

149,085 190,317
8,912 8,912

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

その他 18,614 18,613 0 0 0
国庫/勿刣出⾦ 25,918 59,782 0 0 0

勎円
その他 人 勎円

合刧 8,912 勎円

勱創刦標 刼劜値 R５ Ｒ６

Ｒ５概劊人剅劔

R７ R８ R９

剭劃用劯員 4 人 7,098 勎円
会刧年度劃用劯員 人

刁劶劯員 0.42 人 1,814 勎円

① －
刧劐値

②
刧劐値
実績値

実績値

町⺠満⾜度調刀刻創（令刄３年度）
該勠劇列 判勥度 満⾜度

删路の整劵 4.22 2.75

4.09 2.93

分析

前
年
度

勱創
（実績） －

課刑 －

今
年
度

勱創
（実績）

・删路等のインフラについては、町⺠⽣剹に剟刻していることから、⽇頃のパトロールや地劅勥望などにより修繕が劧勥な場
勰の劆刪度を刱劒づけ維创管理を⾏っている。

課刑 ・删路構造刵について、⽼朽化が勺⾏している勔況である。今後、勣全剥を判視した維创管理⼿法の剾⽴が前められる。

２剙評剒（劘内）
勪⾒

别合評剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

※　别合評剒︓「良好」「適勠」「勘良」　　　　※　⽅切勯　「拡⼤・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「統廃合」「休・廃劙」

1剙評剒(勰管課） 别合評剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创
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刼礎評剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 05

剟接事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・満⾜度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが満⾜度は低く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は低いが満⾜度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・満⾜度ともに低く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

刨劊等事業刷 管路劼勳刳良劔 勰管課 下刍删課

事業の根拠
法令等（義勲） 法令等（劃勪） 町例劶 町勥綱 别合刧劐（判勷）

事業概勥 百合が丘、中⾥、⼭勽、剎劳地劅の枝線整劵を実劇する。

别合勛略
● ● ● ●

事業刨劊
款項目 01 01 01 ⼤事業 管路劼勳刳良劔

事業対象 町⺠、事業者 目的 勗劗下刍删の普及により、勗衆衛⽣の切上と河勜等の刍質保全に資する。

トータルコスト 181,698 283,888 0 0 0

174,628 277,527
7,070 6,361

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

その他 116,298 210,788 0 0 0
国庫/勿刣出⾦ 65,400 73,100 0 0 0

勎円
その他 人 勎円

合刧 7,070 勎円

勱創刦標 刼劜値 R５ Ｒ６

Ｒ５概劊人剅劔

R７ R８ R９

剭劃用劯員 人 勎円
会刧年度劃用劯員 0.2 人 195

刁劶劯員 1.35 人 6,875 勎円

① 下刍删整劵剥積（ha）
刧劐値

418.6
423.5 427.8 432.1

②
刧劐値
実績値

436.4 440.7
実績値 423.5

町⺠満⾜度調刀刻創（令刄３年度）
該勠劇列 判勥度 満⾜度

勗劗下刍删の整劵と管理 4.19 3.25

4.09 2.93

分析

前
年
度

勱創
（実績） －

課刑 －

今
年
度

勱創
（実績）

・汚刍枝線剋事を６箇勰実劇し、本管剋事延⻑L=901ｍ（φ２００）　勚劏管及び勗劗汚刍桝５４箇勰勳劒し
た。

課刑
・令刄５年時勷で、事業刧劐劅域の94.3％について整劵が完了している。未普及対列としては令刄７年度概勱を目標
に整劵を勺めているが、未刏用地や私删については⼟地勰剻者の勪切等により整劵が⾏えない勔態となっており、勚り残さ
れる劅域が⽣じてしまう。

２剙評剒（劘内）
勪⾒

别合評剒 良好 ⽅切勯 勶勔維创

※　别合評剒︓「良好」「適勠」「勘良」　　　　※　⽅切勯　「拡⼤・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「統廃合」「休・廃劙」

1剙評剒(勰管課） 别合評剒 良好 ⽅切勯 勶勔維创
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刼礎評剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 01

剟接事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・満⾜度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが満⾜度は低く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は低いが満⾜度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・満⾜度ともに低く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

4.09 2.93

⾏財政刳⾰ 4.25 2.45
該勠劇列 判勥度 満⾜度

R５ Ｒ６ R７ R８ R９

町⺠満⾜度調刀刻創（令刄３年度）

刼劜値

6,175

勎円
勎円
勎円
勎円
勎円

人
人
人
人

6,175刁劶劯員

会刧年度劃⽤劯員
剭劃⽤劯員

その他

1.38

0
0

0
0

0
0

49,951 0 0 0
0

5,390
3,876

0

6,175

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

事業刨劊

分析

２剙評剒（劘内）

※　别合評剒︓「良好」「適勠」「勘良」　　　　※　⽅切勯　「拡⼤・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「統廃合」「休・廃劙」

1剙評剒(勰管課）

别合評剒

勪⾒

34,473
6,175

40,648

款項目 02 01 08 ⼤事業 剈刔システム剞⽤事業

事業概勥 刼幹系システム、内部剈刔系システム、劘内ネットワーク等の勣定的な剞⽤に劧勥な業勲を⾏う。また、e-KANAGAWA
到⼦申請システムを剹⽤した剞⽤も刂き勸き⾏う。

目的 剫⺠剈刔・財勲会刧システム等の勣定稼働及び事勲の刚⼒化・効劾化を図る。劯員・町⺠・事業者

法令等（劃勪） 町例劶 町勥綱 别合刧劐（判勷） 别合勛略
● ●

法令等（義勲）
刨劊等事業刷

事業の根拠

别合評剒 良好 ⽅切勯 勶勔維创

①

②

刧劐値
実績値
刧劐値
実績値

勱創刦標

事業対象

合刧

その他

Ｒ５概劊人剅劔

トータルコスト
国庫/勿刣出⾦

43,776

勰管課

良好 ⽅切勯 勶勔維创

デジタル推勺室剈刔システム剞⽤事業

－

前
年
度

今
年
度

勱創
（実績）

課刑

勱創
（実績）

課刑

－

－

劰種システムの剞⽤により業勲の効劾化が図られている。

令刄７年度に⾃刮体剈刔システムの標劜化・劗通化への移⾏を控えていることから、それに切けた劜劵も並⾏して⾏う劧
勥がある。
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刼礎評剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 01

剟接事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・満⾜度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが満⾜度は低く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は低いが満⾜度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・満⾜度ともに低く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

２剙評剒（劘内）
勪⾒

别合評剒 良好 ⽅切勯 勶勔維创

※　别合評剒︓「良好」「適勠」「勘良」　　　　※　⽅切勯　「拡⼤・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「統廃合」「休・廃劙」

1剙評剒(勰管課） 别合評剒 良好 ⽅切勯 勶勔維创

今
年
度

勱創
（実績） 手勸のオンライン化については、刧劐通り実劇できている。

課刑 今後は内部事勲の効劾化についても並⾏して勺めるとともに、デジタル化に切けた人材の育勱が前められる。

4.09 2.93

分析

前
年
度

勱創
（実績） －

課刑 －

町⺠満⾜度調刀刻創（令刄３年度）
該勠劇列 判勥度 満⾜度

⾏財政刳⾰ 4.25 2.45

140 190
実績値 59

4,000 4,500 5,000

① ⾏政手勸きのオンライン化
（剅）【勛略】

刧劐値
11

30 60 100

② 剫⺠票等の剨明剱のコンビニ剦
劏剅刅（剅）【勛略】

刧劐値
718

3,000 3,500
実績値 3,352

勱創刦標 刼劜値 R５ Ｒ６

Ｒ５概劊人剅劔

R７ R８ R９

剭劃⽤劯員 人 勎円
会刧年度劃⽤劯員 人

刁劶劯員 1.56 人 6,839 勎円

勎円
その他 人 勎円

合刧 6,839 勎円

0 0 0 0 0
国庫/勿刣出⾦ 0 2,258 0 0 0
トータルコスト 64,495 61,443 0 0 0

57,656 54,604
6,839 6,839

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

その他

事業刨劊
款項目 02 01 08 ⼤事業 デジタル推勺事業

事業対象 劯員・町⺠・事業者 目的 ⾃刮体のデジタルトランスフォーメーションを推勺する。

事業概勥 剫⺠の刏便勯切上や内部事勲の効劾化を実勶するためのシステム環境の整劵を図る。

别合勛略
● ●

刨劊等事業刷 デジタル推勺事業 勰管課 デジタル推勺室

事業の根拠
法令等（義勲） 法令等（劃勪） 町例劶 町勥綱 别合刧劐（判勷）
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刼礎評剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 01

剟接事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・満⾜度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが満⾜度は低く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は低いが満⾜度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・満⾜度ともに低く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

刨劊等事業刷 剗刔剹動事業 勰管課 地域政列課

事業の根拠
法令等（義勲） 法令等（劃勪） 町例劶 町勥綱 别合刧劐（判勷）

事業概勥 剗刔にのみやの発⾏、町ホームページの更新・維创管理、剗刔板管理を⾏う。

别合勛略
● ●

事業刨劊
款項目 02 01 03 ⼤事業 剗刔剹動事業

事業対象 勢に町⺠ 目的 劰種媒体を剹⽤し積極的な町剈刔の発勼に努める。

トータルコスト 12,678 13,487 0 0 0

6,734 7,543
5,944 5,944

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

その他 1,150 1,368 0 0 0
国庫/勿刣出⾦ 0 0 0 0 0

勎円
その他 0.00 人 0 勎円

合刧 5,944 勎円

勱創刦標 刼劜値 R５ Ｒ６

Ｒ５概劊人剅劔

R７ R８ R９

剭劃⽤劯員 0.00 人 0 勎円
会刧年度劃⽤劯員 0.00 人 0

刁劶劯員 1.60 人 5,944 勎円

① 町ホームページのアクセス剅刅
（剅）

刧劐値
845,738

660,000 670,000 680,000

②
刧劐値
実績値

690,000 700,000
実績値 677,239

町⺠満⾜度調刀刻創（令刄３年度）
該勠劇列 判勥度 満⾜度

剗刔・剗聴の充実 3.76 3.22

4.09 2.93

分析

前
年
度

勱創
（実績） －

課刑 －

今
年
度

勱創
（実績）

・剗刔紙にID刴索を勖剘するなど、紙媒体とホームページの連携勯切上を図った。
・剗刔紙・ホームページともに、より分かりやすい剈刔発勼に努めた。

課刑 ・新型コロナウイルスのまん延に伴い一時的に上昇していたアクセス剅刅と勑較すると実測値が下がってしまった。(コロナ禍前
の刊勱30年度の刅値と勑較すると上昇している)

２剙評剒（劘内）
勪⾒

别合評剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

※　别合評剒︓「良好」「適勠」「勘良」　　　　※　⽅切勯　「拡⼤・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「統廃合」「休・廃劙」

1剙評剒(勰管課） 别合評剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创
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刼礎抲剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 01

剟扴事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・披拒度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが披拒度は拯く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は拯いが披拒度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・披拒度ともに拯く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

刨劊等事業刷 「にのみやＬｉｆｅ」戔剫・定剫・剦勊ＰＲ事業 勰拻戜 地戦政列戜

事業の扏拠
法令等（拣勲） 法令等（劃勪） 町扁劶 町勥綱 别合刧劐（判勷）

事業概勥 勿が開催する戔剫セミナーへ労刎のほか、町扌自で戔剫相戫会を開催するなど、戔剫希扬者へ剈刔発勼を抛る。また、
戔剫者同动の剦勊も抛り定剫・剦勊を促勺する。

别合勛略
● ●

事業刨劊
款項目 02 01 03 大事業 「にのみやＬｉｆｅ」戔剫・定剫・剦勊ＰＲ事業

事業対拺 町内勭の剫⺠ 目的 戔剫定剫の促勺を抛るため、町の魅⼒を発勼する事業を抙勺する。

トータルコスト 2,210 2,195 0 0 0

127 112
2,083 2,083

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

その他 0 0 0 0 0
国庫/勿刣出⾦ 0 0 0 0 0

勎円
その他 0.00 人 0 勎円

合刧 2,083 勎円

勱創刦標 刼劜扛 R５ Ｒ６

Ｒ５概劊人剅劔

R７ R８ R９

剭劃用劯員 0.00 人 0 勎円
会刧年度劃用劯員 0.00 人 0

刁劶劯員 0.54 人 2,083 勎円

① 町HPの「にのみやLife」の
閲覧刅【勛略】（剅）

刧劐扛
44,474

142,000 144,000 146,000

② 剎劳町の社会戔動刅
【勛略】（人）

刧劐扛
+57

+60 +65
実績扛 +80

148,000 150,000
実績扛 140,542

+70 +75 +80

町⺠披拒度調刀刻創（令刄３年度）
該勠劇列 判勥度 披拒度

剗刔・剗聴の充実 3.76 3.22

4.09 2.93

分析

前
年
度

勱創
（実績） －

戜刑 －

今
年
度

勱創
（実績）

・オンライン戔剫相戫会を毎⽉開催しているほか、令刄5年度は刘めて町単扌の戔剫相戫会を東勤会場で開催した。
・定剫・剦勊事業として、戔剫者を劦めた剦勊会『剎劳町いいとこ発⾒会』を開催した。

戜刑 ・戔剫相戫会等に労刎した⽅の、その後の戔剫剈刔を劐一的に把握する⽅法がないので戣扨する劧勥がある。（勶勔は
剙年度勠刘のアンケートや劷⼊⼿勸き時アンケートで拙完している)

２剙抲剒（劘内）
勪⾒

别合抲剒 拖扆 ⽅切勯 勶勔維创

※　别合抲剒︓「拖扆」「適勠」「勘拖」　　　　※　⽅切勯　「拡大・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「拇廃合」「休・廃劙」

1剙抲剒(勰拻戜） 别合抲剒 拖扆 ⽅切勯 勶勔維创

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野

施策2-1：二宮らしい魅力の創出と発信

1



刼礎抲剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 01

剟扴事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・披拒度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが披拒度は拯く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は拯いが披拒度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・披拒度ともに拯く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

２剙抲剒（劘内）
勪⾒

别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

※　别合抲剒︓「拖扆」「適勠」「勘拖」　　　　※　⽅切勯　「拡大・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「拇廃合」「休・廃劙」

1剙抲剒(勰拻戜） 别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

今
年
度

勱創
（実績） ・事業の開催により町⺠が剽化や芸战に触れる務会の剖房に努め、刭くの町⺠の労刎や勵場につながった。

戜刑 ・剽化や芸战に触れる務会の剖房に継勸して勚り刢む劧勥がある。

4.09 2.93

分析

前
年
度

勱創
（実績） －

戜刑 －

町⺠披拒度調刀刻創（令刄３年度）
該勠劇列 判勥度 披拒度

剽化扽抰・歴史の継承 3.68 3.03

4,300 4,500
実績扛 3,634

80 80 80

① 剽化祭勵場者刅（人）
刧劐扛

2,946
2,946 3,900 4,100

② ピアノマラソンコンサート労刎者
刅（人）

刧劐扛
76

80 80
実績扛 90

勱創刦標 刼劜扛 R５ Ｒ６

Ｒ５概劊人剅劔

R７ R８ R９

剭劃用劯員 人 勎円
会刧年度劃用劯員 人

刁劶劯員 0.23 人 1,046 勎円

勎円
その他 人 勎円

合刧 1,046 勎円

0 0 0 0 0
国庫/勿刣出⾦ 0 0 0 0 0
トータルコスト 1,355 1,332 0 0 0

309 286
1,046 1,046

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

その他

事業刨劊
款項目 09 04 05 大事業 剽化扽抰事業

事業対拺 町⺠ 目的 町⺠の剽化・芸战剹動を奨励し、剹動を通じて町⺠相互の剦勊を扫め、則抿かでうる
おいのある生剹ができるよう刣拶する。

事業概勥 町剽化祭、ピアノマラソンコンサート等を開催する。

别合勛略
● ● ●

刨劊等事業刷 剽化扽抰事業 勰拻戜 生涯学習戜

事業の扏拠
法令等（拣勲） 法令等（劃勪） 町扁劶 町勥綱 别合刧劐（判勷）

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野

2



刼礎抲剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 01

剟扴事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・披拒度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが披拒度は拯く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は拯いが披拒度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・披拒度ともに拯く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

２剙抲剒（劘内）
勪⾒

别合抲剒 拖扆 ⽅切勯 勶勔維创

※　别合抲剒︓「拖扆」「適勠」「勘拖」　　　　※　⽅切勯　「拡大・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「拇廃合」「休・廃劙」

1剙抲剒(勰拻戜） 别合抲剒 拖扆 ⽅切勯 勶勔維创

今
年
度

勱創
（実績）

・抺扄刞会内に一般社剄法人勳⽴劜劵剑員会を勳け、一般社剄法人勳⽴に切けての⽅拏や定款刽などの勚りまとめを⾏い、令刄７
年度の法人化に切けた勚り刢みを抙勺した。
・抺扄刞会や劰扶剄体とともに令刄剀年ぶりのふるさとまつり通拤開催や刌20回吾妻⼭菜の戮ウォッチングを開催するなど勚り刢みを⾏
い、剎劳町抺扄まちづくり勛略を抙勺した。

戜刑 ・勶時勷で大きな戜刑はないので、継勸して事業の執⾏に努める。

4.09 2.93

分析

前
年
度

勱創
（実績） －

戜刑 －

町⺠披拒度調刀刻創（令刄３年度）
該勠劇列 判勥度 披拒度

抺扄扽抰 3.65 2.90

530,000 540,000
実績扛 578,602

① 町抺扄⼊券抨刅【勛略】
（人）

刧劐扛
497,434

500,000 510,000 520,000

②
刧劐扛
実績扛

勱創刦標 刼劜扛 R５ Ｒ６

Ｒ５概劊人剅劔

R７ R８ R９

剭劃用劯員 人 勎円
会刧年度劃用劯員 0.05 人 112

刁劶劯員 0.46 人 1,851 勎円

勎円
その他 人 勎円

合刧 1,963 勎円

0 0 0 0 0
国庫/勿刣出⾦ 0 0 0 0 0
トータルコスト 12,523 13,127 0 0 0

10,560 10,646
1,963 2,481

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

その他

事業刨劊
款項目 06 01 03 大事業 抺扄扽抰対列経劔

事業対拺 抺扄抨、町⺠ 目的 町の抺扄扽抰を目的とし、抺扄抨の勵抶促勺を抛る。

事業概勥 抺扄刞会に拙扉⾦を剦劏し、菜の戮ウォッチングなどを実劇することで誘抨を抛るほか、HP等で町の魅⼒を発勼する。ま
た、湘劋地劅抺扄扽抰刞議会で、湘劋への誘抨イベントを実劇している。

别合勛略
● ● ●

刨劊等事業刷 抺扄扽抰対列経劔 勰拻戜 勩業扽抰戜

事業の扏拠
法令等（拣勲） 法令等（劃勪） 町扁劶 町勥綱 别合刧劐（判勷）

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野

3



刼礎抲剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 01

剟扴事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・披拒度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが披拒度は拯く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は拯いが披拒度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・披拒度ともに拯く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

２剙抲剒（劘内）
勪⾒

别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

※　别合抲剒︓「拖扆」「適勠」「勘拖」　　　　※　⽅切勯　「拡大・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「拇廃合」「休・廃劙」

1剙抲剒(勰拻戜） 别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

今
年
度

勱創
（実績） ・モールにソファを勳劒するなど、刏用者の居場勰づくりを⾏うとともに、大劶抌刳修に劂る刼本勳刧を実劇した。

戜刑 ・開抎より20年分上が経劢し、⽼朽化による勘具合が出ていることから、大劶抌刳修まで適割な維创拻理を⾏うとともに、
閉抎勡間の事前周削について時勡や⽅法についても刴戎していく。

4.09 2.93

分析

前
年
度

勱創
（実績） －

戜刑 －

町⺠披拒度調刀刻創（令刄３年度）
該勠劇列 判勥度 披拒度

生涯学習の扽抰 4.06 3.30

49.0 50.0
実績扛 45.5

① ラディアンの稼抴劾【勛略】
（％）

刧劐扛
44.4

46.0 47.0 48.0

②
刧劐扛
実績扛

勱創刦標 刼劜扛 R５ Ｒ６

Ｒ５概劊人剅劔

R７ R８ R９

剭劃用劯員 人 勎円
会刧年度劃用劯員 人

刁劶劯員 0.29 人 1,061 勎円

勎円
その他 人 勎円

合刧 1,061 勎円

0 0 0 0 0
国庫/勿刣出⾦ 0 0 0 0 0
トータルコスト 71,333 76,330 0 0 0

70,272 75,269
1,061 1,061

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

その他

事業刨劊
款項目 09 04 05 大事業 生涯学習センター拻理剞剔事業

事業対拺 町⺠、町勭剫⺠ 目的 生涯学習センター劇勳の維创拻理及び剞剔を⾏う。

事業概勥 ホールや貸抂の剖房などを⾏い、生涯学習扽抰と生涯学習刣拶を⾏う。

别合勛略
● ● ●

刨劊等事業刷 生涯学習センター拻理剞剔事業 勰拻戜 生涯学習戜

事業の扏拠
法令等（拣勲） 法令等（劃勪） 町扁劶 町勥綱 别合刧劐（判勷）

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野

4



刼礎抲剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 01

剟扴事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・披拒度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが披拒度は拯く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は拯いが披拒度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・披拒度ともに拯く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

２剙抲剒（劘内）
勪⾒

别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勥刳善

※　别合抲剒︓「拖扆」「適勠」「勘拖」　　　　※　⽅切勯　「拡大・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「拇廃合」「休・廃劙」

1剙抲剒(勰拻戜） 别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勥刳善

今
年
度

勱創
（実績）

・貸出サービスの他、⼦ども・执⼦切け⾏事の実劇、資劄の充実・紹扈に勚り刢んだ。また、劯業体戧や⾒学の刃け⼊れ、
学力と連抠した資劄扯剘など、⼩中学生への刏用促勺に努め、新たに「择戜後⼦ども剝抂」と連抠した勚り刢みを⾏った。

戜刑 ・刏用勔扵が刬劮傾切にあるため、既抑の刏用者だけでなく新劶刏用者獲剃のため、抓剗い年齢層に対し、抛剱抎刏用
を促勺する勚り刢みを勺める劧勥がある。

4.09 2.93

分析

前
年
度

勱創
（実績） －

戜刑 －

町⺠披拒度調刀刻創（令刄３年度）
該勠劇列 判勥度 披拒度

生涯学習の扽抰 4.06 3.30

81,000 81,000
実績扛 79,151

① 年間貸出者刅(人）
刧劐扛

80,121
81,000 81,000 81,000

②
刧劐扛
実績扛

勱創刦標 刼劜扛 R５ Ｒ６

Ｒ５概劊人剅劔

R７ R８ R９

剭劃用劯員 人 勎円
会刧年度劃用劯員 19 人 14,041

刁劶劯員 1.33 人 7,119 勎円

勎円
その他 人 勎円

合刧 21,160 勎円

0 0 0 0 0
国庫/勿刣出⾦ 0 0 0 0 0
トータルコスト 31,979 31,857 0 0 0

10,819 10,697
21,160 21,160

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

その他

事業刨劊
款項目 09 04 03 大事業 抛剱抎剞剔事業

事業対拺 町⺠、剐隣剫⺠ 目的 抛剱抎の剞剔及び劰扶事業の扯開を抛る。

事業概勥 抛剱、拹聴覚資劄の貸出や資劄の紹扈、おはなし会等の⾏事など、剝養、調刀、戣扨、レクリエーションに資する剹動を⾏
う。

别合勛略
● ● ● ●

刨劊等事業刷 抛剱抎剞剔事業 勰拻戜 生涯学習戜

事業の扏拠
法令等（拣勲） 法令等（劃勪） 町扁劶 町勥綱 别合刧劐（判勷）

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野

5



刼礎抲剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 01

剟扴事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・披拒度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが披拒度は拯く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は拯いが披拒度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・披拒度ともに拯く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

２剙抲剒（劘内）
勪⾒

别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

※　别合抲剒︓「拖扆」「適勠」「勘拖」　　　　※　⽅切勯　「拡大・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「拇廃合」「休・廃劙」

1剙抲剒(勰拻戜） 别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

今
年
度

勱創
（実績） ・勗户刏用者や地戦剫⺠が快適に刏用できるよう、適刁な維创拻理に努めている。

戜刑 ・劰勗户の遊具等の劇勳の⽼朽化が顕著となっているため、刧劐的に拪劵していく劧勥がある。

4.09 2.93

分析

前
年
度

勱創
（実績） －

戜刑 －

町⺠披拒度調刀刻創（令刄３年度）
該勠劇列 判勥度 披拒度

勗户・緑地の拪劵 4.07 2.91

530,000 540,000
実績扛 455,507

① 町抺扄⼊券抨刅【勛略】
（人）

刧劐扛
497,434

500,000 510,000 520,000

②
刧劐扛
実績扛

勱創刦標 刼劜扛 R５ Ｒ６

Ｒ５概劊人剅劔

R７ R８ R９

剭劃用劯員 0 人 0 勎円
会刧年度劃用劯員 27 人 29,784

刁劶劯員 0.27 人 1,340 勎円

勎円
その他 0 人 0 勎円

合刧 31,124 勎円

6,756 7,528 0 0 0
国庫/勿刣出⾦ 0 0 0 0 0
トータルコスト 99,986 98,813 0 0 0

68,862 67,689
31,124 31,124

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

その他

事業刨劊
款項目 07 04 02 大事業 勗户等維创拻理剞剔経劔

事業対拺 町⺠ 目的 则市勗户、児童遊户地等劇勳の維创拻理を継勸的に実劇し、拆叕軽刬に切けた勗户の括
劒の⾒剟しを⾏う。また、劇勳を拪劵し刏用者の勣全を抛り適割な勗户剞剔を⾏なう。

事業概勥 则市勗户、児童遊户地等劇勳の維创拻理を継勸的に実劇し、劇勳を拪劵し刏用者の勣全を抛り適割な勗户剞剔を⾏
なう。

别合勛略
● ● ●

刨劊等事業刷 勗户等維创拻理剞剔経劔 勰拻戜 则市拪劵戜

事業の扏拠
法令等（拣勲） 法令等（劃勪） 町扁劶 町勥綱 别合刧劐（判勷）

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野

6



刼礎抲剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 01

剟扴事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・披拒度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが披拒度は拯く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は拯いが披拒度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・披拒度ともに拯く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

拖扆 ⽅切勯 拡大・拡充

剝戞刦拗戜小中一貫剝戞抙勺事業

小中一貫剝戞の剉削度【勛略】
（％）

前
年
度

今
年
度

勱創
（実績）

戜刑

勱創
（実績）

戜刑

－

－

・令刄５年度から分护扗小中一貫剝戞力「にのみや学户」が開力し、にのみや学户プロジェクトを戄実に勺めることができ
た。
・小中一貫剝戞勳劒戣扨会を開催し、剖刟剱剕勱に切けて、議励を勺めることができた。

・⼦ども同动の剦勊については、より⾼い剝戞打創を剃られるように、対拺学年内剣等を戣扨する。

42.0

刨劊等事業刷

事業の扏拠

别合抲剒 拖扆 ⽅切勯 拡大・拡充

①

②

刧劐扛
実績扛
刧劐扛
実績扛

勱創刦標

37.6

事業対拺

合刧

その他

Ｒ５概劊人剅劔

トータルコスト
国庫/勿刣出⾦

3,227

勰拻戜

事業概勥 剝戞に関する抭戋的・勒战的事項の戣扨（扼戇剝戞の抙勺、小中一貫剝戞の戣扨等）及び剝戞戣修を⾏う。

目的 時代の勥扥や社会の動切を踏まえ、剝戞の刳善やその扽抰及び充実を抛る。学力

法令等（劃勪） 町扁劶 町勥綱 别合刧劐（判勷） 别合勛略
● ●

法令等（拣勲）

事業刨劊

分析

２剙抲剒（劘内）

※　别合抲剒︓「拖扆」「適勠」「勘拖」　　　　※　⽅切勯　「拡大・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「拇廃合」「休・廃劙」

1剙抲剒(勰拻戜）

别合抲剒

勪⾒

2,270
1,848
4,118

款項目 09 01 03 大事業 小中一貫剝戞抙勺事業

1,848

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

0
0

5,075 0 0 0
0
0

0
0

刁劶劯員

会刧年度劃⽤劯員
剭劃⽤劯員

その他

0.33

0
0

0
0

1,848

勎円
勎円
勎円
勎円
勎円

人
人
人
人

1,848

47.5 50.0

該勠劇列 判勥度 披拒度

R５ Ｒ６ R７ R８ R９
40.0 42.5 45.0

町⺠披拒度調刀刻創（令刄３年度）

刼劜扛

4.09 2.93

小中学力の学力剝戞の充実 4.58 2.99

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野

施策2-2：特色ある教育活動の推進

1



刼礎抲剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 01

剟扴事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・披拒度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが披拒度は拯く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は拯いが披拒度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・披拒度ともに拯く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

刨劊等事業刷 扼戇剝戞抙勺事業 勰拻戜 剝戞刦拗戜

事業の扏拠
法令等（拣勲） 法令等（劃勪） 町扁劶 町勥綱 别合刧劐（判勷）

事業概勥 劰学力へのALTの括劒及び扼戇剝材の拪劵を⾏うとともに、扼戇刴定刃戧の奨励を⾏う。

别合勛略
● ●

事業刨劊
款項目 09 01 03 大事業 扼戇剝戞抙勺事業

事業対拺 学力 目的 国制化が⽇拤化する中で、学習を通じ、小中学⽣の⽇本や勭国の剽化等への理剆
を扫めるとともに、扼戇による実践的なコミュニケーション剰⼒を⾼める。

トータルコスト 9,801 10,378 0 0 0

9,362 9,939
439 439

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

その他 0 0 0 0 0
国庫/勿刣出⾦ 0 0 0 0 0

勎円
その他 人 勎円

合刧 439 勎円

勱創刦標 刼劜扛 R５ Ｒ６

Ｒ５概劊人剅劔

R７ R８ R９

剭劃⽤劯員 人 勎円
会刧年度劃⽤劯員 人

刁劶劯員 0.07 人 439 勎円

① 中学３年⽣の扼刴3拁の勚剃
劾【勛略】（％）

刧劐扛
42.6

50.0 50.0 50.0

② 全国学⼒学習勔扵調刀全国
刊均との戽（勷）

刧劐扛
±０

＋3.5 ＋3.5
実績扛 ＋3.4

50.0 50.0
実績扛 17.7

＋3.5 ＋3.5 ＋3.5

町⺠披拒度調刀刻創（令刄３年度）
該勠劇列 判勥度 披拒度

小中学力の学力剝戞の充実 4.58 2.99

4.09 2.93

分析

前
年
度

勱創
（実績） －

戜刑 －

今
年
度

勱創
（実績）

・戣修会を通じて、小中学力の勭国戇の授業刳善を抛ることができた。また、全国学⼒・学習勔扵調刀においても扼戇を
扆きだと回抬する児童⽣徒の劎合は⾼い。

戜刑 ・扼戇刴定奨励⾦勧度の剹⽤が劝分ではなく、学力における周削⽅法等を刳善していく劧勥がある。

２剙抲剒（劘内）
勪⾒

别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

※　别合抲剒︓「拖扆」「適勠」「勘拖」　　　　※　⽅切勯　「拡大・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「拇廃合」「休・廃劙」

1剙抲剒(勰拻戜） 别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野
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刼礎抲剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 01

剟扴事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・披拒度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが披拒度は拯く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は拯いが披拒度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・披拒度ともに拯く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

刨劊等事業刷 ＩＣＴ剝戞抙勺事業 勰拻戜 剝戞别勲戜

事業の扏拠
法令等（拣勲） 法令等（劃勪） 町扁劶 町勥綱 别合刧劐（判勷）

事業概勥 新学習刦拗勥戯に対劸した、剝戞⽤コンピューター等のICT戳戌を拪劵する。

别合勛略
● ● ●

事業刨劊
款項目 09 01 03 大事業 ICT剝戞抙勺事業

事業対拺 学力 目的 ICT戳戌拪劵を抙勺することで、打劾的かつ拾の⾼い授業扯開を抛る。

トータルコスト 63,792 64,007 0 0 0

61,162 61,377
2,630 2,630

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

その他 0 0 0 0 0
国庫/勿刣出⾦ 0 0 0 0 0

勎円
その他 人 勎円

合刧 2,630 勎円

勱創刦標 刼劜扛 R５ Ｒ６

Ｒ５概劊人剅劔

R７ R８ R９

剭劃⽤劯員 人 勎円
会刧年度劃⽤劯員 人

刁劶劯員 0.47 人 2,630 勎円

①
週３回分上授業でICTを剴⽤
したか（全国学勔調刀）
（％）

刧劐扛
小63.1
中85.1

小63.1
中85.1

小79
中96

小80
中97

②
刧劐扛
実績扛

小81
中98

小82
中100

実績扛 小78.4
中95.0

町⺠披拒度調刀刻創（令刄３年度）
該勠劇列 判勥度 披拒度

小中学力の学力剝戞の充実 4.58 2.99

4.09 2.93

分析

前
年
度

勱創
（実績） －

戜刑 －

今
年
度

勱創
（実績）

・国の「GIGAスクール拧戹」に刼づき、１人１剤端拢や力内のネットワーク戳戌を拪劵した。
・勱創刦標からも小中ともに授業においてICTを扑抄的に剹⽤してきていることが伺える。刂き勸きICTを剹⽤した授業実践
を扑み判ねていき、剈刔剹⽤剰⼒の戞勱に切けた拀拇的な刦拗のあり⽅について戣扨していく。

戜刑 ・端拢務扙の借上げの５年が剐づいている中、剐年端拢務扙の更新劔⽤が上昇している。拙扉⾦を剹⽤するが、拙扉刼
劜劀分上になった場合、拉政拆叕が大きくなる。

２剙抲剒（劘内）
勪⾒

别合抲剒 拖扆 ⽅切勯 勶勔維创

※　别合抲剒︓「拖扆」「適勠」「勘拖」　　　　※　⽅切勯　「拡大・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「拇廃合」「休・廃劙」

1剙抲剒(勰拻戜） 别合抲剒 拖扆 ⽅切勯 勶勔維创

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野
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刼礎抲剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 01

剟扴事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・披拒度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが披拒度は拯く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は拯いが披拒度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・披拒度ともに拯く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

刨劊等事業刷 コミュニティ・スクール剞剔促勺事業 勰拻戜 剝戞刦拗戜

事業の扏拠
法令等（拣勲） 法令等（劃勪） 町扁劶 町勥綱 别合刧劐（判勷）

事業概勥 学力剞剔刞議会の剹動に対する刣拶及び刢押体勧の勮化を抛る。

别合勛略
● ● ●

事業刨劊
款項目 09 01 03 大事業 コミュニティ・スクール剞剔促勺事業

事業対拺 学力・地戦 目的 地戦とともにある学力づくりの手法のひとつとして、コミュニティ・スクールの剞剔を促勺する
ことで、児童⽣徒の抿かな勱⻑を刣拶する。

トータルコスト 3,387 3,721 0 0 0

2,900 3,234
487 487

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

その他 0 0 0 0 0
国庫/勿刣出⾦ 0 0 0 0 0

勎円
その他 人 勎円

合刧 487 勎円

勱創刦標 刼劜扛 R５ Ｒ６

Ｒ５概劊人剅劔

R７ R８ R９

剭劃⽤劯員 人 勎円
会刧年度劃⽤劯員 人

刁劶劯員 0.09 人 487 勎円

① コミュニティ・スクールの剉削度
【勛略】（％）

刧劐扛
21.4

23.0 25.0 27.0

② 劰力の学力剞剔刞議会の開催
回刅（回）

刧劐扛
3.8

4.0 4.0
実績扛 4.0

29.0 30.0
実績扛 22.9

4.0 4.0 4.0

町⺠披拒度調刀刻創（令刄３年度）
該勠劇列 判勥度 披拒度

地戦と連抠した剝戞剹動の充実 4.03 3.02

4.09 2.93

分析

前
年
度

勱創
（実績） －

戜刑 －

今
年
度

勱創
（実績） ・劰学力剞剔刞議会の剹動が剹発に⾏われるようになってきた。

戜刑
・劰学力の剞剔刞議会の剹動が通拤に戻っていく中で、刞議会ごとに戜刑があり、地劅によっても刃け劙めに対して温度戽
がある。そのため、にのみや学户としての学力剞剔刞議会として切かっていく中で、剹動内剣や戜刑の劗剻化、また地戦へ
剹動内剣の周削を⾏いコミュニティスクールの剉削を⾼めていく劧勥がある。

２剙抲剒（劘内）
勪⾒

别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

※　别合抲剒︓「拖扆」「適勠」「勘拖」　　　　※　⽅切勯　「拡大・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「拇廃合」「休・廃劙」

1剙抲剒(勰拻戜） 别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野

4



刼礎抲剒シート（令刄５年度　実績）

会刧 01

剟扴事業劔
概劊人剅劔

1
2
3

全体刊均

判勷維创分野︓判勥度・披拒度ともに⾼く、勮みとして勮化していく
判勷刳善分野︓判勥度は⾼いが披拒度は拯く、刳善する劆刪度が勞も⾼い
維创分野︓判勥度は拯いが披拒度が⾼く、維创していく
刳善分野︓判勥度・披拒度ともに拯く、⽅切勯などについて刳善が劧勥

２剙抲剒（劘内）
勪⾒

别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

※　别合抲剒︓「拖扆」「適勠」「勘拖」　　　　※　⽅切勯　「拡大・拡充」「勶勔維创」「勥刳善」「拇廃合」「休・廃劙」

1剙抲剒(勰拻戜） 别合抲剒 適勠 ⽅切勯 勶勔維创

今
年
度

勱創
（実績） ・择戜後の居場勰として、劰力12回開催した。また、今年度は刘めて、夏休みに３小学力合同で事業を開催した。

戜刑 ・登扎刅が伸びている一⽅で、スペースの剾保や暑い時勡を避けたことにより実劇時勡に偏りがでているなど、择戜後の居場
勰のあり⽅に刴戎が劧勥である。

4.09 2.93

分析

前
年
度

勱創
（実績） －

戜刑 －

町⺠披拒度調刀刻創（令刄３年度）
該勠劇列 判勥度 披拒度

地戦と連抠した剝戞剹動の充実 4.03 3.02

28.5 29.0
実績扛 41.9

① 择戜後⼦ども剝抂の登扎劾【勛
略】（％）

刧劐扛
26.9

27.0 27.5 28.0

②
刧劐扛
実績扛

勱創刦標 刼劜扛 R５ Ｒ６

Ｒ５概劊人剅劔

R７ R８ R９

剭劃⽤劯員 人 勎円
会刧年度劃⽤劯員 2 人 1,234

刁劶劯員 0.38 人 1,777 勎円

勎円
その他 人 勎円

合刧 3,011 勎円

0 0 0 0 0
国庫/勿刣出⾦ 0 0 0 0 0
トータルコスト 4,713 5,310 0 0 0

1,702 2,299
3,011 3,011

R５決劊劀（勎円） R６決劊⾒券 R７事業劔 R８事業劔 R９事業劔

その他

事業刨劊
款項目 09 04 05 大事業 地戦学力刞抴剹動抙勺事業

事業対拺 町⺠、学力劯員 目的 コミュニティ・スクールの枠刢みを剹⽤し、地戦学力刞抴剹動の抙勺を抛る。

事業概勥 择戜後⼦ども剝抂など、学力と連抠し、地戦の剝戞⼒を⽣かした⼦どもの投全戞勱事業を実劇。

别合勛略
● ● ●

刨劊等事業刷 地戦学力刞抴剹動抙勺事業 勰拻戜 ⽣涯学習戜

事業の扏拠
法令等（拣勲） 法令等（劃勪） 町扁劶 町勥綱 别合刧劐（判勷）

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維创分野

判勷刳善分野刳善分野

判勷維创分野

5



基礎抲価シート（令和５年度　実績）

会計 01

直扴事業費
概算人件費

1
2
3

全体平均

重点維持分野︓重要度・披拒度ともに⾼く、強みとして強化していく
重点改善分野︓重要度は⾼いが披拒度は拯く、改善する優先度が最も⾼い
維持分野︓重要度は拯いが披拒度が⾼く、維持していく
改善分野︓重要度・披拒度ともに拯く、⽅向性などについて改善が必要

２次抲価（庁内）
意⾒

総合抲価 拖扆 ⽅向性 現状維持

※　総合抲価︓「拖扆」「適当」「不拖」　　　　※　⽅向性　「拡⼤・拡充」「現状維持」「要改善」「拇廃合」「休・廃⽌」

1次抲価(所拻戜） 総合抲価 拖扆 ⽅向性 現状維持

今
年
度

成果
（実績） ・事業や抶問の再開により、きめ細やかな対応ができた。

戜題 ・戞児の孤⽴化は解拔できていないため、⼦戞てのきめ細やかな⽀拶は必要と感じる。

4.09 2.93

分析

前
年
度

成果
（実績） －

戜題 －

町⺠披拒度調査結果（令和３年度）
該当施策 重要度 披拒度

出産・⼦戞て⽀拶の充実 4.50 2.99

115 115
実績扛 98

100 100 100

100 100
実績扛 100

① ⺟⼦⼿帳発⾏数（冊）
計画扛

96
130 115 115

➂ 養戞⽀拶事業のサポート率
【戦略】（％）

計画扛
100

100 100
実績扛 100

② 乳幼児全⼾抶問事業のサポー
ト率【戦略】（％）

計画扛
100

100 100 100

成果指標 基準扛 R５ Ｒ６

Ｒ５概算人件費

R７ R８ R９

再任用職員 人 千円
会計年度任用職員 13 人 9,844

正規職員 1.05 人 4,699 千円

千円
その他 人 千円

合計 14,543 千円

52 270 0 0 0
国庫/県⽀出⾦ 16,805 23,005 0 0 0
トータルコスト 25,929 28,159 0 0 0

11,386 13,616
14,543 14,543

R５決算額（千円） R６決算⾒込 R７事業費 R８事業費 R９事業費

その他

事業予算
款項目 03 02 03 ⼤事業 ⼦戞て世代包括⽀拶事業

事業対拺 町⺠ 目的 戞児に不安を抱える⽅などが、気軽に相戫できる窓⼝を設置し不安の解拔に努める。

事業概要 ⺟⼦の投康保持・増進を抛るため、投康診査や戞児相戫など、戞児不安の解拔や执⼦関係の向上を抛る。また、妊娠・
出産から戞児期を通して切れ目のない⽀拶を⾏うため、⼦戞て世代包括⽀拶センターを設置。

総合戦略
● ● ● ●

予算等事業名 ⼦戞て世代包括⽀拶事業 所拻戜 ⼦戞て・投康戜

事業の扏拠
法令等（拣務） 法令等（任意） 町扁規 町要綱 総合計画（重点）

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維持分野

重点改善分野改善分野

重点維持分野

施策3-1：妊娠から子育てまでの切れ目のない支援

1



基礎抲価シート（令和５年度　実績）

会計 01

直扴事業費
概算人件費

1
2
3

全体平均

重点維持分野︓重要度・披拒度ともに⾼く、強みとして強化していく
重点改善分野︓重要度は⾼いが披拒度は拯く、改善する優先度が最も⾼い
維持分野︓重要度は拯いが披拒度が⾼く、維持していく
改善分野︓重要度・披拒度ともに拯く、⽅向性などについて改善が必要

２次抲価（庁内）
意⾒

総合抲価 拖扆 ⽅向性 現状維持

※　総合抲価︓「拖扆」「適当」「不拖」　　　　※　⽅向性　「拡⼤・拡充」「現状維持」「要改善」「拇廃合」「休・廃⽌」

1次抲価(所拻戜） 総合抲価 拖扆 ⽅向性 現状維持

今
年
度

成果
（実績） ・こどもの状扵に応じ、教抂を扯開した。参加した执⼦の出席率は⾼く、披拒度は⾼い。

戜題 ・発戾のフォローが必要なお⼦さんや家庭が増えているが、保護者の就抒などで教抂参加が叶わない状扵にある。教抂や
フォロー体制の在り⽅を検戎する必要がある。

4.09 2.93

分析

前
年
度

成果
（実績） －

戜題 －

町⺠披拒度調査結果（令和３年度）
該当施策 重要度 披拒度

出産・⼦戞て⽀拶の充実 4.50 2.99

96.0 96.7

実績扛 89.1
①

戞児について困ったとき、気軽に
相戫できる人や場がある保護者
の割合【戦略】（％）

計画扛
94.3

94.5 95.0 95.5

②
計画扛
実績扛

成果指標 基準扛 R５ Ｒ６

Ｒ５概算人件費

R７ R８ R９

再任用職員 人 千円
会計年度任用職員 2.3 人 3,224

正規職員 0.33 人 1,520 千円

千円
その他 人 千円

合計 4,744 千円

0 0 0 0 0
国庫/県⽀出⾦ 0 0 0 0 0
トータルコスト 5,886 5,989 0 0 0

1,142 1,245
4,744 4,744

R５決算額（千円） R６決算⾒込 R７事業費 R８事業費 R９事業費

その他

事業予算
款項目 03 02 03 ⼤事業 戞児・発戾⽀拶事業

事業対拺 町⺠ 目的 ⼦どもの発戾⽀拶を⾏うとともに、保護者や户の先⽣⽅とともに⽀拶の扸⽅を考えてい
く。

事業概要 投診や相戫で戜題があった执⼦に执⼦⽀拶教抂や戞児発戾⽀拶教抂を実施し、抢戞的な⽀拶を⾏う。また、保戞户や
幼稚户従事者への⽀拶も⾏う。

総合戦略
● ●

予算等事業名 戞児発戾⽀拶事業 所拻戜 ⼦戞て・投康戜

事業の扏拠
法令等（拣務） 法令等（任意） 町扁規 町要綱 総合計画（重点）

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維持分野

重点改善分野改善分野

重点維持分野

2



基礎抲価シート（令和５年度　実績）

会計 01

直扴事業費
概算人件費

1
2
3

全体平均

重点維持分野︓重要度・披拒度ともに⾼く、強みとして強化していく
重点改善分野︓重要度は⾼いが披拒度は拯く、改善する優先度が最も⾼い
維持分野︓重要度は拯いが披拒度が⾼く、維持していく
改善分野︓重要度・披拒度ともに拯く、⽅向性などについて改善が必要

２次抲価（庁内）
意⾒

総合抲価 拖扆 ⽅向性 現状維持

※　総合抲価︓「拖扆」「適当」「不拖」　　　　※　⽅向性　「拡⼤・拡充」「現状維持」「要改善」「拇廃合」「休・廃⽌」

1次抲価(所拻戜） 総合抲価 拖扆 ⽅向性 現状維持

今
年
度

成果
（実績）

・スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーを戩遣扗から学校拤駐扗に変更したことで、困り感や悩みを抱える児童⽣
徒に対して、これまで以上に拱期発⾒できるようになった。また、校内の教職員と抭戋職が連抠しやすくなり、教戞相戫体制
の充実につながった。

戜題 ・⼼理検査依頼件数が増えていて、勤務時間内では対応できないケースが増えている。⼼理検査を円滑に⾏うための体制
拪備が必要である。

4.09 2.93

分析

前
年
度

成果
（実績） －

戜題 －

町⺠披拒度調査結果（令和３年度）
該当施策 重要度 披拒度

小中学校の学校教戞の充実 4.58 2.99

1,750 1,750
実績扛 1,589

SC　28
SSW　14

SC　28
SSW　14

SC　28
SSW　14

① 年間相戫件数（件）
計画扛

1,401
1,750 1,750 1,750

②
相戫拶扉職の月あたりの合計
稼抴日数（県雇用手む）
(日）

計画扛
⼼理・ＳＣ 20

ＳＳＷ 15

SC　28
SSW　14

SC　28
SSW　14

実績扛 SC　28
SSW　14

成果指標 基準扛 R５ Ｒ６

Ｒ５概算人件費

R７ R８ R９

再任用職員 人 千円
会計年度任用職員 8.00 人 10,009

正規職員 0.43 人 2,395 千円

千円
その他 人 千円

合計 12,404 千円

0 0 0 0 0
国庫/県⽀出⾦ 0 400 0 0 0
トータルコスト 12,593 9,312 0 0 0

189 280
12,404 9,032

R５決算額（千円） R６決算⾒込 R７事業費 R８事業費 R９事業費

その他

事業予算
款項目 09 01 03 ⼤事業 教戞相戫・教戞⽀拶抂事業

事業対拺 学校 目的 学業上の悩みについての教戞相戫及び不登校児童・⽣徒への⽀拶を通じて、児童⽣
徒の⼼のケアを抛る。

事業概要 ⼼理⼠、スクールソーシャルワーカー等による教戞相戫を⾏うとともに、不登校児童・⽣徒への⽀拶を⾏う。

総合戦略
● ●

予算等事業名 教戞相戫・教戞⽀拶抂事業 所拻戜 教戞指拗戜

事業の扏拠
法令等（拣務） 法令等（任意） 町扁規 町要綱 総合計画（重点）

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維持分野

重点改善分野改善分野

重点維持分野

3



基礎抲価シート（令和５年度　実績）

会計 01

直扴事業費
概算人件費

1
2
3

全体平均

重点維持分野︓重要度・披拒度ともに⾼く、強みとして強化していく
重点改善分野︓重要度は⾼いが披拒度は拯く、改善する優先度が最も⾼い
維持分野︓重要度は拯いが披拒度が⾼く、維持していく
改善分野︓重要度・披拒度ともに拯く、⽅向性などについて改善が必要

２次抲価（庁内）
意⾒

総合抲価 拖扆 ⽅向性 現状維持

※　総合抲価︓「拖扆」「適当」「不拖」　　　　※　⽅向性　「拡⼤・拡充」「現状維持」「要改善」「拇廃合」「休・廃⽌」

1次抲価(所拻戜） 総合抲価 拖扆 ⽅向性 現状維持

今
年
度

成果
（実績）

・適性に戨抢証の随時発⾏、戨抢費の⽀抾いを⾏い、年度途中において令和6年度当初からの対拺年齢引き上げを決
め、これに必要な新戨抢証の発⾏業務を⾏った。

戜題 ・令和5年度までに県内多くの⾃治体が対拺年齢を18戉まで延⻑したが、当町においても令和6年4月診抢からの拡⼤を
実施しており、今後は国県での制度拇⼀や拙扉拡充を求めていく。

4.09 2.93

分析

前
年
度

成果
（実績） －

戜題 －

町⺠披拒度調査結果（令和３年度）
該当施策 重要度 披拒度

⼦戞て⽀拶対策 4.49 3.42

－ －
実績扛 2,614

① 小児戨抢証発⾏数（枚）
計画扛

2,688
－ － －

②
計画扛
実績扛

成果指標 基準扛 R５ Ｒ６

Ｒ５概算人件費

R７ R８ R９

再任用職員 人 千円
会計年度任用職員 人

正規職員 0.25 人 1,152 千円

千円
その他 人 千円

合計 1,152 千円

0 1
国庫/県⽀出⾦ 23,570 29,086
トータルコスト 81,629 94,098 0 0 0

80,477 92,946
1,152 1,152

R５決算額（千円） R６決算⾒込 R７事業費 R８事業費 R９事業費

その他

事業予算
款項目 03 02 01 ⼤事業 小児戨抢費扉成事業

事業対拺 町⺠ 目的 小児に係る戨抢費の⼀部を扉成することにより、小児の投全な戞成を⽀拶し、もって
小児の福祉の増進を抛ることを目的とする。

事業概要 小児にかかる戨抢費の⼀部を扉成することにより、経済的拆担の軽減を⾏い小児の投康の増進を抛る。

総合戦略
● ● ●

予算等事業名 小児戨抢費扉成事業 所拻戜 ⼦戞て・投康戜

事業の扏拠
法令等（拣務） 法令等（任意） 町扁規 町要綱 総合計画（重点）

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維持分野

重点改善分野改善分野

重点維持分野

4



基礎抲価シート（令和５年度　実績）

会計 01

直扴事業費
概算人件費

1
2
3

全体平均

重点維持分野︓重要度・披拒度ともに⾼く、強みとして強化していく
重点改善分野︓重要度は⾼いが披拒度は拯く、改善する優先度が最も⾼い
維持分野︓重要度は拯いが披拒度が⾼く、維持していく
改善分野︓重要度・披拒度ともに拯く、⽅向性などについて改善が必要

２次抲価（庁内）
意⾒

総合抲価 拖扆 ⽅向性 現状維持

※　総合抲価︓「拖扆」「適当」「不拖」　　　　※　⽅向性　「拡⼤・拡充」「現状維持」「要改善」「拇廃合」「休・廃⽌」

1次抲価(所拻戜） 総合抲価 拖扆 ⽅向性 現状維持

今
年
度

成果
（実績） ・ひとり执家庭の⾃⽴、⽣活の安定の⼀扉として121世帯へ戨抢証を交付し、扉成を⾏った。

戜題 ・就抒⾯での制約が出やすいひとり执世帯にとって、戨抢費扉成は経済的な⽀拶として⼤きな安⼼感につながる事業であ
り、引き続き適切な制度運営に努める。

4.09 2.93

分析

前
年
度

成果
（実績） －

戜題 －

町⺠披拒度調査結果（令和３年度）
該当施策 重要度 披拒度

⼦戞て⽀拶対策 4.49 3.42

－ －
実績扛 121

① ひとり执戨抢証発⾏数（枚）
計画扛

165
－ － －

②
計画扛
実績扛

成果指標 基準扛 R５ Ｒ６

Ｒ５概算人件費

R７ R８ R９

再任用職員 人 千円
会計年度任用職員 人

正規職員 0.56 人 1,975 千円

千円
その他 人 千円

合計 1,975 千円

0 1
国庫/県⽀出⾦ 4,826 6,431
トータルコスト 12,406 14,840 0 0 0

10,431 12,865
1,975 1,975

R５決算額（千円） R６決算⾒込 R７事業費 R８事業費 R９事業費

その他

事業予算
款項目 03 02 01 ⼤事業 ひとり执世帯関係経費

事業対拺 町⺠ 目的 ひとり执家庭の⾃⽴及び⽣活の安定を抛るため。

事業概要 ひとり执家庭の⾃⽴、⽣活の安定の⼀扉として戨抢費を扉成するとともに、これらの家庭において緊急⼀時ヘルパーを必要
とする場合、扉成する。

● ● ●

予算等事業名 ひとり执世帯関係経費 所拻戜 ⼦戞て・投康戜

事業の扏拠
法令等（拣務） 法令等（任意） 町扁規 町要綱 総合計画（重点） 総合戦略

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維持分野

重点改善分野改善分野

重点維持分野

5



基礎評価シート（令和５年度　実績）

会計 01

直接事業費
概算人件費

1
2
3

全体平均

重点維持分野︓重要度・満⾜度ともに⾼く、強みとして強化していく
重点改善分野︓重要度は⾼いが満⾜度は低く、改善する優先度が最も⾼い
維持分野︓重要度は低いが満⾜度が⾼く、維持していく
改善分野︓重要度・満⾜度ともに低く、⽅向性などについて改善が必要

適当 ⽅向性 現状維持

子育て・健康課子ども・子育て支援給付経費

保育園の待機児童数（４月１
⽇現在）【戦略】（人）

前
年
度

今
年
度

成果
（実績）

課題

成果
（実績）

課題

・引き続き保育の需要は⾼く、年度当初においては待機児童なく運営はできているものの、年度途中の新規需要に対し供
給が⾒合わず年度末時点で待機4名が発⽣した。

・共働き世帯の増加により保育所の需要増加と幼稚園の需要減少が続くが、少子化に伴う未就学児自体の減少状況に
も注視して適切な事業運営に努め、引き続き⺠間保育所の⼊所希望者の円滑な受け⼊れを図る。

0

予算等事業名

事業の根拠

総合評価 適当 ⽅向性 現状維持

①

②

計画値
実績値
計画値
実績値

成果指標

0

事業対象

合計

その他

Ｒ５概算人件費

トータルコスト
国庫/県支出⾦

569,761

所管課

事業概要 児童福祉の向上を図るため、⺠間保育所の運営に係る経費を給付する

目的 ⺠間保育所の運営支援のため。⺠間保育所等

法令等（任意） 町例規 町要綱 総合計画（重点） 総合戦略
● ● ●

法令等（義務）

事業予算

分析

２次評価（庁内）

※　総合評価︓「良好」「適当」「不良」　　　　※　⽅向性　「拡⼤・拡充」「現状維持」「要改善」「統廃合」「休・廃⽌」

1次評価(所管課）

総合評価

意⾒

581,226
2,858

584,084

款項目 03 02 05 ⼤事業 子ども・子育て支援給付経費

2,858

R５決算額（千円） R６決算⾒込 R７事業費 R８事業費 R９事業費

572,619 0 0 0
400,697
39,496

389,873
41,130

正規職員

会計年度任⽤職員
再任⽤職員

その他

0.54

2,858

千円
千円
千円
千円
千円

人
人
人
人

2,858

0 0

該当施策 重要度 満⾜度

R５ Ｒ６ R７ R８ R９
0 0 0

町⺠満⾜度調査結果（令和３年度）

基準値

4.09 2.93

保育サービスの充実 4.50 3.24
1
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基礎評価シート（令和５年度　実績）

会計 01

直接事業費
概算人件費

1
2
3

全体平均

重点維持分野︓重要度・満⾜度ともに⾼く、強みとして強化していく
重点改善分野︓重要度は⾼いが満⾜度は低く、改善する優先度が最も⾼い
維持分野︓重要度は低いが満⾜度が⾼く、維持していく
改善分野︓重要度・満⾜度ともに低く、⽅向性などについて改善が必要

予算等事業名 子育てサロン及び一時預かり運営事業 所管課 子育て・健康課

事業の根拠
法令等（義務） 法令等（任意） 町例規 町要綱 総合計画（重点） 総合戦略

● ● ●

事業予算
款項目 03 02 02 ⼤事業 子育てサロン及び一時預かり運営事業

事業対象 町⺠ 目的 乳幼児のいる子育て中の親子の交流や育児相談、情報提供を⾏う。また家庭におい
て保育を受けることが一時的に困難となった乳幼児に預かる。

事業概要 子育て支援の充実を図るため、子育てサロン及び一時預かりを社会福祉法人に委託し、運営の安定化を図る。

トータルコスト 25,612 28,092 0 0 0

24,460 26,940
1,152 1,152

R５決算額（千円） R６決算⾒込 R７事業費 R８事業費 R９事業費

その他 564 639
国庫/県支出⾦ 15,056 14,922

千円
その他 人 千円

合計 1,152 千円

成果指標 基準値 R５ Ｒ６

Ｒ５概算人件費

R７ R８ R９

再任⽤職員 人 千円
会計年度任⽤職員 人

正規職員 0.25 人 1,152 千円

① 子育てサロン利⽤者数（人）
計画値

5,861
10,074 9,806 R6に設定

② 一時預かり利⽤者数（人）
計画値

320
353 346

実績値 329

R6に設定 R6に設定
実績値 7,499

R6に設定 R6に設定 R6に設定

町⺠満⾜度調査結果（令和３年度）
該当施策 重要度 満⾜度

子育て支援対策 4.49 3.42

4.09 2.93

分析

前
年
度

成果
（実績） －

課題 －

今
年
度

成果
（実績）

・孤⽴しがちな保育園・幼稚園⼊園前の乳幼児の保護者などの交流の場として、また育児等への悩みや不安を軽減するた
めの一助として事業運営を⾏った。

課題 ・今後も施設や制度の周知・利⽤促進に努めるとともに、保育所利⽤者の増加に伴う未就園児の減少などを考慮し、町
内２子育てサロンと３一時預かりの在り⽅を検討する。

２次評価（庁内）
意⾒

総合評価 適当 ⽅向性 要改善

※　総合評価︓「良好」「適当」「不良」　　　　※　⽅向性　「拡⼤・拡充」「現状維持」「要改善」「統廃合」「休・廃⽌」

1次評価(所管課） 総合評価 適当 ⽅向性 要改善
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基礎評価シート（令和５年度　実績）

会計 01

直接事業費
概算人件費

1
2
3

全体平均

重点維持分野︓重要度・満⾜度ともに⾼く、強みとして強化していく
重点改善分野︓重要度は⾼いが満⾜度は低く、改善する優先度が最も⾼い
維持分野︓重要度は低いが満⾜度が⾼く、維持していく
改善分野︓重要度・満⾜度ともに低く、⽅向性などについて改善が必要

総合戦略
● ● ●

予算等事業名 子育て支援対策事業 所管課 子育て・健康課

事業の根拠
法令等（義務） 法令等（任意） 町例規 町要綱 総合計画（重点）

事業予算
款項目 03 02 01 ⼤事業 子育て支援対策事業

事業対象 町⺠ 目的 子ども・子育て支援事業計画の進捗状況の把握などを⾏っていく。

事業概要 子ども・子育て会議を開催し、子ども・子育て支援事業計画を策定する。また、子育て支援に関する事業を⾏う。

トータルコスト 9,640 13,541 0 0 0

8,591 12,492
1,049 1,049

R５決算額（千円） R６決算⾒込 R７事業費 R８事業費 R９事業費

その他 0 0
国庫/県支出⾦ 1,332 1,332

千円
その他 人 千円

合計 1,049 千円

成果指標 基準値 R５ Ｒ６

Ｒ５概算人件費

R７ R８ R９

再任⽤職員 人 千円
会計年度任⽤職員 人

正規職員 0.21 人 1,049 千円

① ファミサポまかせて会員数【戦略】
（人）

計画値
73

75 80 85

②
計画値
実績値

90 95
実績値 89

町⺠満⾜度調査結果（令和３年度）
該当施策 重要度 満⾜度

子育て支援対策 4.49 3.42

4.09 2.93

分析

前
年
度

成果
（実績） －

課題 －

今
年
度

成果
（実績）

・年末にこども⼤綱が⽰され、これにより次期計画をこども計画とすることが努⼒義務とされたが、今年度においては、令和5
年度から2か年で策定を予定していた従来の子ども・子育て支援事業計画についての策定作業を進めた。

課題 ・令和6年度予算として、従来計画策定分に加えてこども計画とするために要す経費を盛り込み、あわせて子ども・子育て会
議へ諮りながら、計画策定まで適正に執⾏する。

２次評価（庁内）
意⾒

総合評価 良好 ⽅向性 現状維持

※　総合評価︓「良好」「適当」「不良」　　　　※　⽅向性　「拡⼤・拡充」「現状維持」「要改善」「統廃合」「休・廃⽌」

1次評価(所管課） 総合評価 良好 ⽅向性 現状維持
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基礎評価シート（令和５年度　実績）

会計 01

直接事業費
概算人件費

1
2
3

全体平均

重点維持分野︓重要度・満⾜度ともに⾼く、強みとして強化していく
重点改善分野︓重要度は⾼いが満⾜度は低く、改善する優先度が最も⾼い
維持分野︓重要度は低いが満⾜度が⾼く、維持していく
改善分野︓重要度・満⾜度ともに低く、⽅向性などについて改善が必要

予算等事業名 病後児保育事業 所管課 子育て・健康課

事業の根拠
法令等（義務） 法令等（任意） 町例規 町要綱 総合計画（重点）

事業概要 病気の回復期にある児童が、集団保育及び家庭での保育が困難な場合において、適切な施設で一時的に保育を実施す
る。

総合戦略
● ●

事業予算
款項目 03 02 01 ⼤事業 病後児保育事業

事業対象 町⺠ 目的 保護者が安心して働くことができるように支援するため。

トータルコスト 1,365 1,430 0 0 0

1,051 1,116
314 314

R５決算額（千円） R６決算⾒込 R７事業費 R８事業費 R９事業費

その他 0 0
国庫/県支出⾦ 0 0

千円
その他 人 千円

合計 314 千円

成果指標 基準値 R５ Ｒ６

Ｒ５概算人件費

R７ R８ R９

再任⽤職員 人 千円
会計年度任⽤職員 人

正規職員 0.06 人 314 千円

① 病後児保育登録者数(人）
計画値

11
24 24 R6に設定

②
計画値
実績値

R6に設定 R6に設定
実績値 29

町⺠満⾜度調査結果（令和３年度）
該当施策 重要度 満⾜度

保育サービスの充実 4.50 3.24

4.09 2.93

分析

前
年
度

成果
（実績） －

課題 －

今
年
度

成果
（実績） ・未就学の病後児保育登録者数が29人、年間利⽤件数が31件であり、病後児の保育支援に一定の効果が得られた。

課題 ・共働き世帯の増加により、病後児保育の需要は⾼まっており、事業の有益性は利⽤者から評価されているが、今後も幼
稚園・保育園におけるチラシ配付や広報紙掲載等の周知に努めていく。

２次評価（庁内）
意⾒

総合評価 適当 ⽅向性 現状維持

※　総合評価︓「良好」「適当」「不良」　　　　※　⽅向性　「拡⼤・拡充」「現状維持」「要改善」「統廃合」「休・廃⽌」

1次評価(所管課） 総合評価 適当 ⽅向性 現状維持
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基礎評価シート（令和５年度　実績）

会計 01

直接事業費
概算人件費

1
2
3

全体平均

重点維持分野︓重要度・満⾜度ともに⾼く、強みとして強化していく
重点改善分野︓重要度は⾼いが満⾜度は低く、改善する優先度が最も⾼い
維持分野︓重要度は低いが満⾜度が⾼く、維持していく
改善分野︓重要度・満⾜度ともに低く、⽅向性などについて改善が必要

総合戦略
● ●

予算等事業名 学童保育所維持管理経費 所管課 子育て・健康課

事業の根拠
法令等（義務） 法令等（任意） 町例規 町要綱 総合計画（重点）

事業予算
款項目 03 02 01 ⼤事業 学童保育所維持管理経費

事業対象 町⺠ 目的 保護者が労働等により昼間家庭にいない⼩学⽣に対し、授業終了後に適切な遊びや
⽣活の場を与えて、健全育成を図る。

事業概要 町内3か所の学童保育所の運営を社会福祉法人に委託し、また、⺠間学童保育所に補助を実施し、学童保育の運営に
ついて安定化を図る。

トータルコスト 45,455 45,614 0 0 0

43,716 43,875
1,739 1,739

R５決算額（千円） R６決算⾒込 R７事業費 R８事業費 R９事業費

その他 0 0
国庫/県支出⾦ 28,917 28,914

千円
その他 人 千円

合計 1,739 千円

成果指標 基準値 R５ Ｒ６

Ｒ５概算人件費

R７ R８ R９

再任⽤職員 人 千円
会計年度任⽤職員 人

正規職員 0.42 人 1,739 千円

① 学童保育会員数（人）
計画値

314
383 383 R6に設定

② 学童保育所の待機児童数（４月
１⽇現在）【戦略】（人）

計画値
0

0 0
実績値 0

R6に設定 R6に設定
実績値 321

0 0 0

町⺠満⾜度調査結果（令和３年度）
該当施策 重要度 満⾜度

保育サービスの充実 4.50 3.24

4.09 2.93

分析

前
年
度

成果
（実績） －

課題 －

今
年
度

成果
（実績）

・公設⺠営３学童と⺠設⺠営１学童について、委託・補助事業者とともに適切な運⽤を⾏い、321人の児童に保育を提
供できた。

課題 ・共働き世帯からの需要が増加しているが、将来的に少子化に伴って減少に転じることも想定し、委託事業者・⺠間学童
保育所と連携し適切な事業運営に努め、引き続き希望者の円滑な受け⼊れを図る。

２次評価（庁内）
意⾒

総合評価 良好 ⽅向性 現状維持

※　総合評価︓「良好」「適当」「不良」　　　　※　⽅向性　「拡⼤・拡充」「現状維持」「要改善」「統廃合」「休・廃⽌」

1次評価(所管課） 総合評価 良好 ⽅向性 現状維持
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基礎評価シート（令和５年度　実績）

会計 01

直接事業費
概算人件費

1
2
3

全体平均

重点維持分野︓重要度・満⾜度ともに⾼く、強みとして強化していく
重点改善分野︓重要度は⾼いが満⾜度は低く、改善する優先度が最も⾼い
維持分野︓重要度は低いが満⾜度が⾼く、維持していく
改善分野︓重要度・満⾜度ともに低く、⽅向性などについて改善が必要

２次評価（庁内）
意⾒

総合評価 良好 ⽅向性 現状維持

※　総合評価︓「良好」「適当」「不良」　　　　※　⽅向性　「拡⼤・拡充」「現状維持」「要改善」「統廃合」「休・廃⽌」

1次評価(所管課） 総合評価 良好 ⽅向性 現状維持

今
年
度

成果
（実績）

・物価⾼騰の影響に対する補助事業（プレミアム商品券）の実施や商⼯会、⾦融機関と連携し、創業⽀援を⾏い、事
業者への⽀援を図った。

課題 ・事業者の⾼齢化が進んでおり、事業継承に関する検討が必要になるが、繊細な内容のため、情報発信に留まっている。

4.09 2.93

分析

前
年
度

成果
（実績） －

課題 －

町⺠満⾜度調査結果（令和３年度）
該当施策 重要度 満⾜度

商⼯業の振興 3.97 2.73

30 30
実績値 31

3 3 3

① 起業相談件数【戦略】（件）
計画値

30
30 30 30

② 事業継承に関する相談【戦略】
（件）

計画値
0

3 3
実績値 3

成果指標 基準値 R５ Ｒ６

Ｒ５概算人件費

R７ R８ R９

再任用職員 人 千円
会計年度任用職員 0.05 人 112

正規職員 0.52 人 2,115 千円

千円
その他 人 千円

合計 2,227 千円

0 0 0 0 0
国庫/県⽀出⾦ 56,037 0 0 0 0
トータルコスト 68,406 12,442 0 0 0

66,179 10,181
2,227 2,261

R５決算額（千円） R６決算⾒込 R７事業費 R８事業費 R９事業費

その他

事業予算
款項目 06 01 02 ⼤事業 商⼯業振興対策事業

事業対象 町⺠、事業者 目的 町内中小企業の健全な育成振興を目的とし、町商⼯会をはじめ、各商店の機能が
十分発揮されるよう組織の育成・強化を図る。

事業概要 町商⼯会と町商店連合協同組合に補助⾦を交付し、団体の事業の推進を⽀援し、各事業所の育成を振興する。

総合戦略
● ● ●

予算等事業名 商⼯業振興対策経費 所管課 産業振興課

事業の根拠
法令等（義務） 法令等（任意） 町例規 町要綱 総合計画（重点）

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維持分野

重点改善分野改善分野

重点維持分野

施策4-1：地域商工業の活性化

1



基礎評価シート（令和５年度　実績）

会計 01

直接事業費
概算人件費

1
2
3

全体平均

重点維持分野︓重要度・満⾜度ともに⾼く、強みとして強化していく
重点改善分野︓重要度は⾼いが満⾜度は低く、改善する優先度が最も⾼い
維持分野︓重要度は低いが満⾜度が⾼く、維持していく
改善分野︓重要度・満⾜度ともに低く、⽅向性などについて改善が必要

２次評価（庁内）
意⾒

総合評価 良好 ⽅向性 現状維持

※　総合評価︓「良好」「適当」「不良」　　　　※　⽅向性　「拡⼤・拡充」「現状維持」「要改善」「統廃合」「休・廃⽌」

1次評価(所管課） 総合評価 良好 ⽅向性 現状維持

今
年
度

成果
（実績）

・中小企業や創業者に対し、運転資⾦や設備資⾦の融資による下⽀えを⾏い、また、利⼦補助制度や信用保証料補助
制度により、事業⽀援に努めた。

課題 ・現時点で⼤きな課題はないので、継続して事業の執⾏に努める。

4.09 2.93

分析

前
年
度

成果
（実績） －

課題 －

町⺠満⾜度調査結果（令和３年度）
該当施策 重要度 満⾜度

商⼯業の振興 3.97 2.73

18 20
実績値 29

① 中小企業融資件数【戦略】
（件）

計画値
11

12 14 16

②
計画値
実績値

成果指標 基準値 R５ Ｒ６

Ｒ５概算人件費

R７ R８ R９

再任用職員 人 千円
会計年度任用職員 0.05 人 112

正規職員 0.40 人 1,619 千円

千円
その他 人 千円

合計 1,731 千円

0 0 0 0 0
国庫/県⽀出⾦ 0 0 0 0 0
トータルコスト 25,691 25,379 0 0 0

23,960 23,687
1,731 1,692

R５決算額（千円） R６決算⾒込 R７事業費 R８事業費 R９事業費

その他

事業予算
款項目 06 01 02 ⼤事業 中小企業⾦融対策事業

事業対象 町⺠、事業者 目的 中小企業の健全な育成を図るため、指定⾦融機関に資⾦を預託し融資制度を設
け、併せて資⾦の利用者に対し、信用保証料及び利⼦の補助をする。

事業概要 事業資⾦の貸付制度の運用、また貸付に伴う信用保証料や利⼦を補助し、　町内事業者の育成を図る。

総合戦略
● ● ●

予算等事業名 中小企業⾦融対策事業 所管課 産業振興課

事業の根拠
法令等（義務） 法令等（任意） 町例規 町要綱 総合計画（重点）

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維持分野

重点改善分野改善分野

重点維持分野

2



基礎抲価シート（令和５年度　実績）

会計 01

直扴事業費
概算人件費

1
2
3

全体平均

重点維持分野︓重要度・披拒度ともに⾼く、強みとして強化していく
重点改善分野︓重要度は⾼いが披拒度は拯く、改善する優先度が最も⾼い
維持分野︓重要度は拯いが披拒度が⾼く、維持していく
改善分野︓重要度・披拒度ともに拯く、⽅向性などについて改善が必要

4.09 2.93

扝抚業扽抰 3.90 2.78

3 3

該当施策 重要度 披拒度

R５ Ｒ６ R７ R８ R９
3 3 3

町⺠披拒度調査結果（令和３年度）

基準扛

4,180

千円
千円
千円
千円
千円

人
人
人
人

4,068

112

正規職員

会計年度任⽤職員
再任⽤職員

その他

1.02

0.05

0
0

0
0

0
0

10,719 0 0 0
0
0

0
0

4,180

R５決算額（千円） R６決算⾒込 R７事業費 R８事業費 R９事業費

事業予算

分析

２次抲価（庁内）

※　総合抲価︓「拖扆」「適当」「不拖」　　　　※　⽅向性　「拡⼤・拡充」「現状維持」「要改善」「拇廃合」「休・廃⽌」

1次抲価(所拻戜）

総合抲価

意⾒

8,099
4,180

12,279

款項目 05 01 03 ⼤事業 扝業扽抰事業

事業概要 次世代を担う扝業者への⽀拶や扝抚⽔産まつり、各扶団体を通じた地元扝産物の普及等を促進し、扝業の扽抰に取り
組む。

目的 扝地の担い手の戞成や各扶団体の戞成及び協議会等への⽀拶を抙進するとともに、
地元扝産物の地産地拔を促進し、扝業の扽抰を抛る。町⺠、扝業者

法令等（任意） 町扁規 町要綱 総合計画（重点） 総合戦略
● ● ● ●

法令等（拣務）
予算等事業名

事業の扏拠

総合抲価 適当 ⽅向性 現状維持

①

②

計画扛
実績扛
計画扛
実績扛

成果指標

3

事業対拺

合計

その他

Ｒ５概算人件費

トータルコスト
国庫/県⽀出⾦

6,539

所拻戜

適当 ⽅向性 現状維持

産業扽抰戜扝業扽抰事業

認定新規就扝者数【戦略】
（人）

前
年
度

今
年
度

成果
（実績）

戜題

成果
（実績）

戜題

－

－

・「扝業経営基盤の強化の促進に関する基本的な拧戹」を策定し、「地戦計画」を一色地区で策定した。

・全国的に扝業の担い手が不拒しているため、県やJAによる⽀拶策と連抠し、引き続き新規就扝者の確保に努める

1

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維持分野

重点改善分野改善分野

重点維持分野

施策4-2：地域農林業の活性化

1



基礎抲価シート（令和５年度　実績）

会計 01

直扴事業費
概算人件費

1
2
3

全体平均

重点維持分野︓重要度・披拒度ともに⾼く、強みとして強化していく
重点改善分野︓重要度は⾼いが披拒度は拯く、改善する優先度が最も⾼い
維持分野︓重要度は拯いが披拒度が⾼く、維持していく
改善分野︓重要度・披拒度ともに拯く、⽅向性などについて改善が必要

２次抲価（庁内）
意⾒

総合抲価 適当 ⽅向性 現状維持

※　総合抲価︓「拖扆」「適当」「不拖」　　　　※　⽅向性　「拡⼤・拡充」「現状維持」「要改善」「拇廃合」「休・廃⽌」

1次抲価(所拻戜） 総合抲価 適当 ⽅向性 現状維持

今
年
度

成果
（実績） ・町拙扉⾦による⽀拶により、遊休扝地の一部解拔及び扝業経営の担い手へ扝地を集約することができた。

戜題 ・全国的に担い手が不拒しているため、県やJAによる⽀拶策と連抠し、引き続き遊休荒廃扝地の解拔、新規就扝者の確
保に努める。

4.09 2.93

分析

前
年
度

成果
（実績） －

戜題 －

町⺠披拒度調査結果（令和３年度）
該当施策 重要度 披拒度

扝抚業扽抰 3.90 2.78

3 3
実績扛 1

5 5 5

① 認定新規就扝者数【戦略】
（人）

計画扛
3

3 3 3

② 遊休荒廃地の戴元拪備⽀拶件
数【戦略】（件）

計画扛
1

5 5
実績扛 2

成果指標 基準扛 R５ Ｒ６

Ｒ５概算人件費

R７ R８ R９

再任⽤職員 人 千円
会計年度任⽤職員 0.05 人 112

正規職員 0.41 人 1,885 千円

千円
その他 人 千円

合計 1,997 千円

0 0 0 0 0
国庫/県⽀出⾦ 219 544
トータルコスト 2,743 4,121 0 0 0

746 2,124
1,997 1,997

R５決算額（千円） R６決算⾒込 R７事業費 R８事業費 R９事業費

その他

事業予算
款項目 05 01 01 ⼤事業 遊休・荒廃扝地対策事業

事業対拺 扝業者 目的 遊休・荒廃扝地を解拔し、扝地の保全に努める。

事業概要 扝業委員の業務として扝地パトロールを実施し、遊休扝地や戆反転⽤などの実拟があった場合には、所有者に指拗等を
⾏い扝地の保全に努める。

総合戦略
● ● ● ●

予算等事業名 遊休・荒廃扝地対策事業 所拻戜 産業扽抰戜

事業の扏拠
法令等（拣務） 法令等（任意） 町扁規 町要綱 総合計画（重点）

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維持分野

重点改善分野改善分野

重点維持分野

1

2.1

2.4

2.7

3

3.3

3.6

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維持分野

重点改善分野改善分野

重点維持分野

2



基礎抲価シート（令和５年度　実績）

会計 01

直扴事業費
概算人件費

1
2
3

全体平均

重点維持分野︓重要度・披拒度ともに⾼く、強みとして強化していく
重点改善分野︓重要度は⾼いが披拒度は拯く、改善する優先度が最も⾼い
維持分野︓重要度は拯いが披拒度が⾼く、維持していく
改善分野︓重要度・披拒度ともに拯く、⽅向性などについて改善が必要

２次抲価（庁内）
意⾒

総合抲価 適当 ⽅向性 現状維持

※　総合抲価︓「拖扆」「適当」「不拖」　　　　※　⽅向性　「拡⼤・拡充」「現状維持」「要改善」「拇廃合」「休・廃⽌」

1次抲価(所拻戜） 総合抲価 適当 ⽅向性 現状維持

今
年
度

成果
（実績）

・扝業法人による⽣産截が増加傾向にある。　戁々の扝業者には、継続的な栽培ができるように資材等の拙扉を実施し
た。

戜題 ・講習会による栽培技战指拗により、⽣産截の拡⼤を抛り、「湘南オリーブオイル」の地戦団体商標を⽤いてのブランドイメー
ジの向上に努める

4.09 2.93

分析

前
年
度

成果
（実績） －

戜題 －

町⺠披拒度調査結果（令和３年度）
該当施策 重要度 披拒度

特産品・地戦ブランドの普及 3.80 3.00

1.6 1.7
実績扛 3.8

① 町内オリーブの⽣産截【戦略】
（トン）

計画扛
1.25

1.3 1.4 1.5

②
計画扛
実績扛

成果指標 基準扛 R５ Ｒ６

Ｒ５概算人件費

R７ R８ R９

再任⽤職員 人 千円
会計年度任⽤職員 0.05 人 112

正規職員 0.46 人 1,351 千円

千円
その他 人 千円

合計 1,463 千円

0 0 0 0 0
国庫/県⽀出⾦ 0 0 0 0 0
トータルコスト 1,597 1,848 0 0 0

134 385
1,463 1,463

R５決算額（千円） R６決算⾒込 R７事業費 R８事業費 R９事業費

その他

事業予算
款項目 05 01 03 ⼤事業 特産物普及奨励事業（扝業再⽣事業）

事業対拺 扝業者 目的 ⼆宮町の特産品である落戮⽣、湘南オリーブを普及奨励し、扝業再⽣の一扉とする。

事業概要 落戮⽣とオリーブの⽣産扝業者に拙扉を実施し、⽣産意欲の向上を抛り、町の特産品として⽣産截を確保する。

総合戦略
● ● ● ●

予算等事業名 特産物普及奨励事業（扝業再⽣事業） 所拻戜 産業扽抰戜

事業の扏拠
法令等（拣務） 法令等（任意） 町扁規 町要綱 総合計画（重点）

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維持分野

重点改善分野改善分野

重点維持分野

3



基礎抲価シート（令和５年度　実績）

会計 01

直扴事業費
概算人件費

1
2
3

全体平均

重点維持分野︓重要度・披拒度ともに⾼く、強みとして強化していく
重点改善分野︓重要度は⾼いが披拒度は拯く、改善する優先度が最も⾼い
維持分野︓重要度は拯いが披拒度が⾼く、維持していく
改善分野︓重要度・披拒度ともに拯く、⽅向性などについて改善が必要

２次抲価（庁内）
意⾒

総合抲価 拖扆 ⽅向性 現状維持

※　総合抲価︓「拖扆」「適当」「不拖」　　　　※　⽅向性　「拡⼤・拡充」「現状維持」「要改善」「拇廃合」「休・廃⽌」

1次抲価(所拻戜） 総合抲価 拖扆 ⽅向性 現状維持

今
年
度

成果
（実績）

・町拙扉⾦による⾃主拌拄の⽀拶を実施し、有害⿃獣対策協議会との連抠より、⼤扗有害⿃獣の捕獲や、広戦柵の設
置を⾏った。

戜題 ・有打な捕獲⽅法の検戎及び、広戦拌護柵の設置戁所の選定に努める

4.09 2.93

分析

前
年
度

成果
（実績） －

戜題 －

町⺠披拒度調査結果（令和３年度）
該当施策 重要度 披拒度

扝抚業扽抰 3.90 2.78

実績扛
① －

計画扛

②
計画扛
実績扛

成果指標 基準扛 R５ Ｒ６

Ｒ５概算人件費

R７ R８ R９

再任⽤職員 人 千円
会計年度任⽤職員 0.05 人 112

正規職員 0.25 人 1,011 千円

千円
その他 人 千円

合計 1,123 千円

0 0 0 0 0
国庫/県⽀出⾦ 0 0 0 0 0
トータルコスト 1,749 3,269 0 0 0

626 2,146
1,123 1,123

R５決算額（千円） R６決算⾒込 R７事業費 R８事業費 R９事業費

その他

事業予算
款項目 05 01 03 ⼤事業 有害⿃獣対策事業

事業対拺 扝業者 目的 扝作物を野⽣⿃獣から承るために、⾃主拌拄及び駆拄を中心とした対策を⽀拶する。

事業概要 扝業者や猟抻会と組押した有害⿃獣対策協議会に拙扉⾦を交付し、扝作物の拌拄に対し⽀拶を抛る。また、扝業者が
⾃己拌拄するために拌拄資材の購入費⽤を拙扉する。

総合戦略
● ● ● ●

予算等事業名 有害⿃獣対策事業 所拻戜 産業扽抰戜

事業の扏拠
法令等（拣務） 法令等（任意） 町扁規 町要綱 総合計画（重点）

1

2.10

2.40

2.70

3.00

3.30

3.60

3.30 3.50 3.70 3.90 4.10 4.30 4.50

満
足
度

重要度

維持分野

重点改善分野改善分野

重点維持分野
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